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氏 名 FauconnierBrice

平成 20年 5月23日

共生文明学専攻 稲 垣 直 樹

Le processusde formation de 《1'espace discursif

marxiste》:autourdeYamakawaHitoshi,Fukumoto

KazuoetTosakaJun

(｢マルクス主義的言説空間｣の形成過程 - 山川均,

福本和夫,戸坂潤をめぐって)

調 査 委 員 〔主査〕稲 垣 直 樹 〔副査〕松 田 清,多 賀 茂,

森 本 淳 生 (一橋大学)
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論文要旨

本論文は 1920年代の日本を中心に,マルクス主義的傾向の理論と当時の政治的課題が絡み合う中で

作 られていった言説空間の形成過程を論 じる.ここでは山川均および福本和夫の政治的 ･論理的転向,

マルクス的概念における ｢理論的移動｣の定義とそれらに対する戸坂潤の立場の比較を行なう.

当時の主要な歴史的 ･思想的規範,立場は三っあり,それぞれ日本マルクス主義者,コミンテルン,

権力の中枢にいた政治家に代表されるが,第一章ではそれら三っの立場に反発を惹き起こしっっも大き

な影響を及ぼしたマルクスの理論的批判基準とその変化及び政治的帰結を示す.マルクス自身の ｢理

的移動｣,その後のマルクス解釈とソ連邦による正統化を念頭におきっっ日本のマルクス主義者が作っ

た翻訳的操作の分析を通 して,山川,福本,戸坂それぞれによる日本批判の規範形成,その変化と困難

を明らかにする.

第二章はその規範の検討を行なう.まず,山川の ｢方向転換｣を中心にして,彼のジャーナ リス

ティックかっ政治的な柔軟性とその天皇制批判の弱点を論 じる.次に,福本の論理的展開が与えた衝撃

を歴史的に説明した上で,マルクス的な範晴を使用するあらゆる思想家への彼の批判の特徴を明らかに

する.両者ともレーニンとマルクスを批判基準として利用 したので,マルクス主義的言説空間からの離

脱としての転向はしなかったといえるが,前者は理論を実践化する一方で理論の一貫性を揺るがし,後

者は意識過程の万能的操作のおかげで,理論の論理的体系を守り確実に理論の純粋化を行う一方,現実

と離れていった.

第三章では,戸坂が ｢空間｣の概念の分析において幾何学的座標と哲学的範晴との関係を検討 し,そ

の後 ｢性格｣の概念のイデオロギー批判への役割を定義 し,マルクスに基づきっっもその理論の純粋化

を行なわずに,当時の日本的言説の批判を続け,さらに実践的な活動を行ったことを論 じる.この戸坂

の立場は,日本のマルクス主義者の理論的活動と国家主義者の諸表現を同時に脱中心化 したと思われる.

それ故,彼は日本共産党やコミンテルンに従わずとも独特の ｢党派性｣を守ったといえる.
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相関環境学専攻 市 岡 孝 朗

Aseasonaland Supra-annualPatternsin Long-term

Fluctuations of a Chrysomelid Assemblage in a

SoutheastAsianRainforest

(東南アジア熱帯雨林における-ムシ群集の長期個体

数変動様式)

調 査 委 員 〔主査〕市 岡 孝 朗 〔副査〕加 藤 真,松 井 正 文,

酒 井 章 子 (生態学研究センター)

論文題目

季節の明瞭な温帯に比べて気象の季節変化が弱い 熱帯においても,昆虫の多 くが 1年を周期とする個

体数変動を示すことがたびたび報告されてきた. しかし,これらの研究の多 くは雨量の季節変化が比較

的明瞭な熱帯地域で行われており,こうした研究が強調する昆虫個体群動態の特徴が他の熱帯地域でも

見 られるのかについてはよく検討されてこなかった.東南アジア熱帯の中心部は1年を周期とする気候

の季節的な変動が弱い一方で,エルこ こョ南方振動に連動 した早魅や一斉開花 (林冠構成樹木の群集

規模での開花の同調)が年次を超えた間隔で不規則に発生することが知 られている.こうした気候の変

動と樹木のフェノロジーは,そこに生息する昆虫の餌資源量を左右 し,ひいてはその個体群動態や群集

構造に影響をもたらすことが予測される.そこで,本研究は,東南アジア熱帯中心部の低地フタバガキ

混交林において,甲虫目-ムシ科の多種が示す長期個体数変動様式と,気候や樹木のフェノロジーが個

体数変動様式と群集構造に与える影響の解明を目指 した.約 6年分の灯火採集標本をもちいた分析の結

果,-ムシ科多種で暦上の季節に連動 した季節性の顕著な変動様式を示さないことが明らかになった.

一方で,年内の個体数変動より年次間の個体数変動が相対的に大きいことが多種で示され,超年次的に

発生する早魅が-ムシ多種の変動様式に強く影響 していることが示唆された.さらに,群集構成種は早

魅前後で著 しく変化 したことが明らかにされ,予測性の低い頻度で生 じる早魅が自然撹乱として-ムシ

群集を非平衡状態に保っようにはたらくことが考察された.一万,-ムシ成虫の資源量を左右する一斉

開花が多種の個体数変動にはほとんど影響を与えていないことが示唆され,非一斉開花期に多種の-ム

シ成虫が新葉を食べるという採召耳習性が林冠木の花が枯渇する期間にも個体数が著 しく減少 しない要因

であると考えられた.
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敬一郎

文 題 目 英語の中間構文形成と動詞クラス :二重イベント構造

の観点から

調 査 委 員 〔主査〕東 郷 雄 二 〔副査〕山 梨 正 明,河 崎 靖

論文要
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本稿は,語棄意味論の立場から語棄概念構造 (LexicalConceptualStructure,LCS)を用いて,英語

の中間構文形成をその動詞クラスの観点から考察 し,中間構文形成メカニズムの一端を明らかにしよう

とするものである.そして,英語の中間構文形成はLCSレベルで他動詞の外項を上位イベントで置換

する二重イベント化の操作と,上位イベント内のイベント項を全称量化する操作の2つの操作から形成

される事を主張する.本稿の提案により,英語の中間構文が他動詞から形成される事,その述部が主語

に対する属性解釈を持っ事,英語の中間構文形成動詞の多 くが能格動詞である事が統一的に説明される.

まず,本稿はより精密に中間構文形成の動詞クラスを規定するために,述部のアスペク ト構造に基 く

動詞分類と,基本的意味要素に基 く動詞分類を両立させるような記述装置が必要であり,これを可能に

するものが LCSであると考え,採用する.次に,従来,英語の中間構文は被作用性の制約に従 うとさ

れてきたが,本稿のLCS分析により,この制約で判断できない状態変化動詞 クラスとして,degree

achievement動詞クラス,動作主動詞クラス,位置変化動詞クラスが存在する事を示 し, いずれも本稿

の提案する二重イベント条件を充たす事を述べ,本稿の提案がより一般的な中間構文形成条件である事

を主張する.

続いて,同様に被作用性の制約では捉える事ができない心理動詞や知的行為動詞の中間構文形成 も,

本稿の提案を充たす事を述べる.そして本稿の分析を通 じて,中間構文を形成する動詞クラスにおいて,

状態変化動詞クラスは物理的対象の状態変化を,心理動詞クラスは認識主体の心理的変化を,そして知

的行為動詞クラスは,主体の対象認識を媒介する心的実体の状態変化を表わす事が提案される. この事

から英語の中間構文形成動詞は主体一対象一心的実体のいずれかの変化を表すという点で,状態変化動

詞であると結論付けられた.
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人博第 423号
せき ね ま ほ

氏 名 関 根 真 保

平成 20年 5月23日

文化 ･地域環境学専攻 ヨリッセン,エンゲルベル ト

戦時上海における日本のユダヤ人管理システム

- 1943年 5月 18日設置の ｢上海ゲットー｣をめぐ

る一考察 -

調 査 委 員 〔主査〕江 田 憲 治 〔副査〕川 島 昭 夫,辻 正 博,

西 脇 常 記 (同志社大学文学部)

論文要旨

第二次世界大戦期の上海は,ナチスの迫害から逃れてきたユダヤ人の一大避難地となったが (その数

は二万人以上に上った), 本稿の主題は彼 らユダヤ人の上海離散史に向けられている. その中でも注目

されてきたのが,1943年 5月 18日に日本軍が共同租界北東部の楊樹浦地区に設置 した ｢上海ゲ ッ

トー｣である.これはユダヤ避難民の移動と営業の自由を奪い,彼 らの生活と運命を翻弄することと

なった.本稿の主要な目的は,当時ユダヤ避難民の管理任務を負った ｢上海無国籍避難民処理事務所｣

の活動を詳細に考察することによって,｢上海ゲットー｣の以下の二点を明らかにすることである.

1)日本軍はなぜユダヤ人居住区 ｢上海ゲットー｣を設けたのか.

2)どのようなユダヤ人管理システムによって,｢上海ゲットー｣は運営されたのか.

本稿は以下の構成をとる.まず,個人史あるいは家族史的観点から,概説として上海のユダヤ人グ

ループの境遇の相違を明らかにした (第一章,第二章).第三章以降は日本の政策史という観点から,

最初に ｢上海ゲットー｣設置までに, 日本の政府や軍,｢ユダヤ問題専門家｣はどのようなユダヤ人対

策をとってきたのかを論 じた (第三章).次に ｢上海ゲットー｣が設置されるまでの経緯を説明 し,

ゲットーの設置原因として従来考えられてきた ｢ナチスの圧力｣論や ｢日本のユダヤ人監視｣論を紹介

すると同時に,新たな見地 として ｢敵国人集団生活所｣(米国人や英国人を対象 とする収容施設)と

｢上海ゲットー｣ の強い 関連性を強調することで ｢敵国人に対する上海治安対策｣ の可能性を指摘 した

(第四章).

最後に,第五章,第六章,第七章において,｢上海無国籍避難民処理事務所｣の具体的な活動からユ

ダヤ人管理システムの実態を把握 し,これに基づいて ｢上海ゲットー｣設置原因の追究に立ち戻ること

にした.それぞれ,第五章ではユダヤ人のゲットーの出入りを制限した ｢バスシステム｣,第六章では

ゲットー内の相互監視を担 った,ユダヤ人自警団の ｢フォーリン･パオ ･チャ｣,第七章では ｢上海

ゲットー｣への移住を免れたロシア系ユダヤ人の援助組織 ｢サクラSACRA｣を検証 し,それらはいず

れも日本の厳格なユダヤ人管理体制に利用されたことが判明した.また,このユダヤ人管理システムの

特徴を踏まえ,｢上海ゲットー｣の設置原因は上海の治安対策の一環として行われたとの結論を得た.
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氏 名 薩

共生文明学専攻 阿 辻 哲 次

甲骨文字に見える商代信仰の研究

- 神橋,王礎と文化の交わり-

調 査 委 員 〔主査〕阿 辻 哲 次 〔副査〕赤 松 紀 彦,道 坂 昭 虞,

辻 正 博
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論文要旨

本論文は,甲骨文字を分析することによって,商代の信仰を中国文化史の中に位置づけて,その特質

を究明するものである.紳催 ･王礎と文化の相互関係を中心として,これまでの研究成果を踏まえて,

次の二つの領域で新 しい研究と精白の構想を提出した.

第一部では甲骨の意義について,主に紳礎と文化との関係に注目して,商代信仰の具象性と抽象性に

留意 しっっ,甲骨の諸相を総合的に考察 し,その特質を探究する.

商代では最終的な意思決定に閲輿できる王 ･卿士 ･庶人 ･卜･笠の五者のうち,神意を代表する卜と

笠は壁例的催威を持っていた.商代の信仰世界において,この 卜と笠には,いずれも甲骨が深 く関わっ

ている.本論文は第一章で 『尚書』洪範などの文献を再検討 して,第二章では卜の時間 ･場所や方法な

どの面から卜の特徴について考察 し, 第三章では笠の確認 ･『蹄戒』 の虚賓や垂成の役割について笠の

記録を探究 した.

第四章で 卜と笠の関係について,共通窯占と相違窯占を纏めてみた.そして第五章で 卜と笠の源流につい

て,近年の考古沓掘の成果を取 り入れながら探ってみた.甲骨が 卜占道具としてではなく,書寓材料と

して直接関係 しない笠の記録にも用いられたのは, 卜と笠が商代の信仰を共に支えていたからである.

形象を表す 卜が数字を示す笠より重視されるとはいえ,互いに補完 しながら併用されている.商代の信

仰では,物事を 卜兆によって捉える具象性と,世界を数理によって捉える抽象性が甲骨に示されている.

中国文明における具象性と抽象性が甲骨そのものに内包されることは注目すべきである.

第二部では,商王の預言録として固商事を取 り上げ,主に神橋と王礎との関係に注目して,五期分類法

を用いて,固商事の埜達を中心に商王の催威とその愛化について検討 してみたものである.

まず第六章で ｢固 ･回し｣字について百錬の字形を全面的に整理 して,中間状態を見出し,固一国一国

(以上第一期)一因 (第二期の侶借字)一国 (第四期)-回し(第五期)という歴史的展開を明らかにした.

｢固 ･回し｣は, 卜兆を視て吉凶を判断する意であり,｢叶｣や ｢占L｣と同一の文字で,｢稽｣はその侶借

字であって,｢回し｣の ｢ノ｣は ｢口｣に由来すると分析 し,義 ･形 ･音を解明 した.

績いて第七章で固商事全般を時期毎に分類 ･分析 し,その性格と愛達を適時的に考察 した.全盛期の第

一期や泡沫期の第五期の固商事は沈滞期の第二 - 四期より壁倒的に多いほか,第一期の固商事は詳細か

つ貝牒的で多様性を備えているが,第二期から固商事の激減と共に簡略化 ･抽象化や軍-化の傾向が現れ

て,第五期になって数だけは回復 したが,貝慣性が殆どなく公式化が最大の特徴となった.

そして第八章で固商事の埜達と商王催威の饗容とを結び付けて探究 してみた.司祭長 ･重視長 ･政治指

導者の三っの役割が商王構力の基盤となることを論 じ,とりわけ重視長としての性格を解析 し,神橋政

治における歴代商王の賓像を多角的に把握することを試みた.商王は時代が降ると共に王礎が増大 して

ゆくのに伴って,重視長としての能力や意識が次第に失われ,猫裁的君主として政治を執 り行うように

なったことを解明した.

本論文は神橋 ･王礎と文化の相互関係を中心として,甲骨文字に見える商代の信仰について総合的に

考察 して,その特質の究明を試みたものである.
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り
氏 名 李

ジェ
在 義

人間 ･環境学専攻 山 梨 正 明

用法基盤モデルに基づく日本語の構文研究

〔主査〕山 梨 正 明 〔副査〕服 部 文 昭,大 木 充

論文要旨

本研究は,認知言語学的構文研究の観点から日本語の構文分析を行う.主として文単位の言語現象を

扱い,使用の ｢動機づけ (motivation)｣の問題を中心に考察する.理論的視点としては,用法基盤モ

デルの観点から記述説明を試みる.

本研究は,三っのまとまりから構成されている.一つ目は,第 2章と第 3章からなる,分析モデルに

ついての考察である.二つ目は,第 4章から第 7章までからなる,言語現象の具体的な分析である.最

後に,第 8章からなる,構文の再定式化に関する理論的考察である.

分析モデルの考察として第 2章では,認知文法と構文文法の言語観 ･文法観を概略的に述べる.そし

て認知文法のサブモデルとして,用法基盤モデルの誕生から現状に至るまでの研究状況について述べる.

具体的には,用法基盤モデルが言語の使用態に対するもっとも実質的なモデルの一つであることを示 し

た上で,頻度効果をめぐる問題についても部分的に触れ,コーパスベースの分析と用法基盤モデルの関

係について考察する.第 3章では,本研究における構文の位置づけをめぐる問題を考察する.

次に,実際の言語現象の具体的な分析として,第 4章では,｢ⅩガYニ Ⅴする｣形式の問題として,

｢消える｣の事例分析を通 し,問題の所在を明確にする.そして, この問題は ｢消える｣のみならず,

日本語の様々な部分において観察される一般的現象であることを示す.主として様々な共起テス トを用

いて,構文現象を特徴づけると同時に,先行研究の記述的妥当性を検討する.第 5章では,アンケー ト

調査に基づく考察を行う.結論として,母語話者の文意に対するカテゴリー化は動詞の相違からは予測

できないことを示す.そして,第 6章では第 5章で明らかになった事実を過去の研究に照 らし合わせて,

どのような問題があるのかを明示化する.具体的には格パターンや動詞による一般化の本質的な限界と

矛盾を指摘する.そして,第 7章では,第 6章までで明らかになった事実をコーパスデータを用いて,

総合的に検討する.結論的には,日本語の構文現象が,名詞の意味クラスの相違によって体系的にカテ

ゴリー化されているという事実を報告する.最後に,構文の再定式化に関する理論的考察として,第 8

章では,第 5章や第 7章の事実を認知言語学的構文研究の枠組みにおいてどのように位置づけるべきか

という問題,さらには,どのような理論的態度をとるべきかという問題について考察する.結論的には,

従来の ｢形式｣ と ｢意味｣の一対一の単純化された対応から,｢表現パターン｣ と ｢認知事態｣の双方

向的対応から精微化 してい く必要があることを示す.
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論文要
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この論は,環境問題における教育のあり方,および自然と人間のあり方についての考察である.環境

教育は環境の諸問題への創造的コミットメントを目指 し,個々の行動をその内的必然性に基づき発生さ

せることを期 している. ｢人間の幸福にとって自然は何であるのか｣ という視点から問題を再検討する

に際し,幸福が主観的経験からなる感覚を基礎としたものであるとみなして,この本能からのアプロー

チを幸福を図る手段とする.｢自然,特に原生自然は,我々の身体的,経済的,精神的幸福にとって必

要不可欠である｣という作業仮説の下,自然と創造性との関係を論 じる.

人間の創造的精神を介 した自然の取り込みは個人や社会の意識および精神の目となり,あらゆる点で

人間性の陶冶を可能にする.この創造的精神を最大限に鍛えるものが原生 自然の ｢ウィルダネスソリ

チュ- ド｣という様態である.それは創造の源との直接的交信であり,芸術家たちには精神を直に掴む

ことの出来る状況であって,我々にとっては人間性探究の機会である.

創造的精神の発揮は,イメージ･フイリアやバイオフイリアとして人間がその進化のプロセスで獲得

し本能として有する能力である.ゆえに本来,人間にとって望ましい幸福を約束 し,また芸術療法のよ

うに存在を保証するものである.さらに自然の仕方に基づ く個人そして社会の自己実現を可能にする.

創造性を媒介として自然が ｢形｣において一人を完全に,そして人々を一つに結ぶその方法は,多様で

積極性を伴いっつも全体的調和を帯びた表現として道徳性をもたらし,それは行動に於いて自己矛盾を

示さない. ｢芸術による教育｣ によって,環境 リテラシーは強要されたものではなく個人において自ず

から表現されるものとなろう.そして社会における価値基盤が自然由来のものとなった今,経済のあり

方 も変容 してくるに違いない.その源となる原生自然は,急を要する諸問題と同様,第一義的にありの

ままの状態で保存されなければならない.

我々の感情的効用を根拠とする自然および環境対策の強靭さは,それが文化を超える力を持ち,万人

の幸福に帰することにある.そしてこの自然に端を発する道徳性の遍在,つまり我々の自然の獲得は,

人間の希求であり人間性そのものを支えるものである.
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TheSyntax-SemanticsInterfaceofChange-of-Stateand

Change-of-LocationExpressions:From aDerivational
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調 査 委 員 〔主査〕大 木 充 〔副査〕山 梨 正 明,藤 田 耕 司

論文要旨

本論文では,状態 ･位置変化を表すⅤ-DP-AP/PP型構文,特に結果構文 ･場所格交替構文 ･使役移

動構文の統語派生に関わるアスペクト特性に焦点を当て, ｢動詞の項選択が, 各動詞によらず共通の統

語的要因からどの程度まで予測可能か｣を考察する. レキシコンに記載される部分を最小限に抑える立

場から理論的かっ経験的に妥当な説明を試み,特に次の (Ⅰ)-(ⅠⅠⅠ)の3点を主張する.

(Ⅰ)Ⅴ-Ap-DP語順の結果構文 (例 :pushopenthedoor) はⅤ-DP-AP語順と統語派生が異なる. こ

の主張によ り,[Ⅴ-A]を複合動詞 とみなす語蓑的なアプローチの問題点 は解決 され る.特 に,

Ⅴ-Ap-DP語順におけるAPは,形態は同じでも一般的な状態形容詞とは異なり,Embick (2004)のい

うresultativeparticipleが例外的に-ed形態素を欠 く,という ｢形態と意味の不一致｣の一例である.

(ⅠⅠ)場所格交替のlocativevariant(例 :loadhayontothewagon)は動詞 putと同じ構造を,使役移

動構文 (例 :sneezethetissueofrthetable)は小節構造をとる. このとき,英語では両者とも文法的で

あるのに対 してフランス語では後者は非文法的である, という通言語差は,様態要素は語根 (root)と

して統語派生内に併合 (merge)すると考えることで説明できる. フランス語で使役移動構文が非文法

的なのは,音形ゼロの主要部が語根よりも先に統語派生内に併合 した上でⅤ-to-T移動が顕在的に起こ

る結果,形態論的制約に抵触するためである.

(ⅠⅠⅠ)本来完了を含意するとされる結果構文などが継続相の副詞句 (例 :foranhour) と共起する例

は,複合述語構造を仮定せずに完了性 (telicity)を機能範晴Aspの素性照合と捉えることで適切に説

明できる. このとき, 目的語名詞句が非有界である場合 (例 :paintwallsred)や,結果述語が変化の

終点を表さない場合 (例 :hammerthemetalnearlynat)をも含めた統一的説明が可能となる.
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西アフリカ,ヨルバの神々をもとめて

- アフリカ系アメリカ人のオリシャ崇拝運動
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松 田 素 二 (文)
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論文要旨

本論文の目的は,アメリカ合衆国社会で ｢黒人｣とよばれるアフリカ系アメリカ人が黒人らしさを実

践する意義について考察することである.黒人らしさの実践は,白人 ･キリス ト教文化からの抑圧にた

いする抵抗とみなす立場が優勢を占めるが,こうした先行研究には3つの問題点がある.まず,アフリ

カ系アメリカ人を抵抗する存在ととらえることで,そこから逸脱するような人々や行為を無視 したり,

矯小化 したりしてしまうことである.つぎに,抵抗を政治的実践と同一視することで,アフリカ系アメ

リカ人のゆたかな生活実践の動態を無視する,あるいはその一部のみに注目するという傾向が問題であ

る.さいごに,黒人運動と密接に結びっいているアフリカとの関係についても十分な議論ができていな

いことが指摘できる.そこで本論文では,こうした問題点を克服することを念頭に,黒人たちの運動を

考察する.

本論文の研究対象はアフリカ系アメリカ人のオリシャ崇拝運動である.この運動は,1969年に米国

南東部のサウスカロライナ州にオヨトゥンジ村とよばれる集合的崇拝拠点を創設 し,ナイジェリア,ヨ

ルバランド起源のオリシャ神を崇拝 している.

本論文は序論 ･本論 ･結論の9章から構成されている.本論の第 2章では,本論文の背景について述

べる.その後の本論の議論は大きく3つにわかれる.第 3章と第 4章では,オリシャ崇拝運動の形成過

程とオヨトゥンジ村を中心にした運動についてまとめる.つづく第 5章と第 6章では,オヨトゥンジ村

を離れた成員がフロリダ州に設立 したオリシャ崇拝の組織 (-ウス)について論 じる.さいごの第 7章

と第 8章では,オリシャ崇拝運動とヨルバランドとのつながりについて述べる.

オリシャ崇拝運動は 1960年代の組織化の段階で標模 した ｢反白人 ･反キリス ト教｣ 主義や運動の集

合的実践という形態を変化させながら現在 もなお展開されてきた.黒人 らしさを抵抗とみなす視点に従

うなら,この変化はオリシャ崇拝運動の衰退に見えるかもしれないが決 してそうではない.オリシャ崇

拝者は,ヨルバランドの人々との接触を通 じて,黒人 らしさを規定する ｢アフリカ｣との関係を定義 し

直すことで,黒人らしさの内実を変化させた.これによって,黒人 らしさの実践とは,もはや抑圧的な

白人の支配文化にたいする抵抗ではなく,能動的に実践できる伝統や文化を創り出し,その伝統や文化

を共有する社会空間を形成するための共同性を編み出すことになったのである.
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論文要旨

本論文の目的は,サンゴ礁を生業の場とする人びとがどのように自然資源を利用するのか,資源への

直接的なかかわり方と社会経済的な側面から明らかにすることである.本論文は,沖縄 ･宮古諸島の佐

良浜集落でおこなった合計約 1年半年間の現地調査より得られた資料にもとづいている.とくに,潜水

による漁法を営む漁師の漁携活動や魚売 りに関する参与観察より,自然と人間との関係性を詳細に記

述 ･分析し,自然を利用する際に顕在化するさまざまな政治性や社会経済,世界観などを含めた多様な

側面について考察 した.

本論文は,二部から構成され,全 8章からなる.第一部では,漁師の自然利用に関する知識やその運

用を手がかりに,自然資源利用の実態を明らかにした.具体的には,サンゴ礁地形や潮汐現象,魚の生

態などに関する民俗知識について取りあげ,どのように知識を運用 しながらサンゴ礁地形を利用するの

か,漁携活動の実態を明らかにした.そして,漁携集団ごとに営む漁法の組み合わせが違うため,漁獲

対象となる生物や利用する海底地形,漁場となるサンゴ礁が異なることを明らかにした.

第二部では,漁携活動と社会経済的諸要素との関係性について考察 した.ウキジュとよばれる漁師と

仲買いの固定 した関係による取引慣行をとりあげ,仲買いの生活戦略を分析 した.その結果,仲買いと

漁師との関係性は必ずしも経済的な価値に還元されず,社会的なモラルの共有によって維持されている

ことを明らかにした.また,漁師が仲買いの期待に応えようと行動することは,結果的に,特定の水産

物に商品価値を集中させず,漁場として利用するサンゴ礁を分散化させていることを明らかにした.そ

して,漁師の信仰的なおそれに対する語りを取りあげ,おそれが漁場を選択する際の行動選択の一つに

なっていることを述べた.本論文では,サンゴ礁資源利用の実態を分析することにより,人間と自然と

の関係性が,物質的な自然への関わり方だけではなく,社会や経済,信仰的側面と分かっことなく絡み

合っていることを明らかにした.
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調 査 委 員 〔主査〕高 橋 義 人 〔副査〕ベッカー,カール,

田 達 玲 子,鎌 田 東 二(こころの未来研究センター)
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論文要旨

本論考は,大本教の聖師 ･出口王仁三郎 (1871-1948)の 『霊界物語』(全 81巻 83冊)の研究を基礎

とし,独自の新たなる観点から彼の著述および活動の総体を包括的に究明することで,大本教を特徴付

ける民衆性の具体的な考究を試みたものである.

第一章では,『霊界物語』で展開された王仁三郎の ｢月の神学｣を取 り上げる.彼は, この物語にお

いて月を主題化 しスサノヲと結びっける.そこには,国家神道および開祖 ･出口ナオの権威を超克 しよ

うとする思惑のみならず,民俗社会に生きる信仰や伝統的な美意識を重視する彼の一面が窺える点を指

摘する.

第二章では,｢笑い｣という観点から 『霊界物語』 を取 り上げる.笑い笑わせる教祖であった王仁三

郎が,生活世界に生きる笑いを重視 していたという一面,また ｢聖なるもの｣をたくみに風刺する反骨

精神を持ち合わせていた点を示す.

第三章では,『霊界物語』 に描き出された ｢鎮魂｣を具体例として,王仁三郎の言霊論が人間の声を

重視 し膳下丹田を重視するものであったことを示 し,｢(霊-術)系新宗教｣という一面的な把握に反駁

を試みる.彼の言霊論の帯びる身体性は, ｢-ラ｣ を重視する伝統的な身体感覚ともっながるものであ

ることを示す.

第四章では,王仁三郎の変身に注目し,変身を導いた彼の内的な論理を,主神論の解読を通 じて明ら

かにし,彼の変身が一般信徒にとって持ちえた意味について考察する.

第五章では,｢おなら｣という観点から王仁三郎の著述 ･作品を取 り上げる.具体例の分析を通 じて,

彼が一大 ｢屈芸術家｣であった点を示す.

本論考が明らかにしたいのは,王仁三郎と民衆の生活世界の接点であり,大本教の有する民衆性の具

体相である.国家神道を巧妙な仕方で批判 してい く半面で,国家神道やナオの教説には見 られない,氏

衆にとっての具体的で実感できるものを大本教の運動に取 り込んでいった宗教者としての一面が,王仁

三郎の内に見出せるのである.
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鉄道と軍事から見た合衆国形成史

- 南北戦争から第一次大戦までを中JL､に

調 査 委 員 〔主査〕島 田 真 杉 〔副査〕川 島 昭 夫,前 川 玲 子

本稿では,鉄道と軍事という一見古めかしく,敗戦後の日本では後者がタブー視されたため特に研究

が乏 しいテーマで,南北戦争から約半世紀間のアメリカ合衆国における近代国家の統合 ･形成過程を検

討 した.先行研究が少ないとはいえ,これらの要素がアメリカ社会の最大級の変動要因である以上,こ

れらを手がかりに歴史を検証することこそ,歴史の変化を鋭 く捉える上で必要だと考えられる.南北戦

争中の北軍には,合衆国軍事鉄道局という鉄道運営機関が戦時立法で新設された. しかし同局が鉄道利

用の効率を上げ,その押収の必要を下げたため,終戦時に管理されていたのは全米の鉄道の6%にすぎ

なかった.その結果,近代国家として連邦政府が国土に支配を浸透させる可能性まで抑えられたのであ

る.一方,戦前から軍が建設予定地を調査 していた大陸横断鉄道の建設構想では,この鉄道が内陸開発

や国防,内戦終結に貢献するはずだというような全国家的な建設目的が,主に議会で主張され続けた.

近代国家として政府が国土に支配を広げる可能性 も期待されていたといえよう.19世紀末まで続いた

このような二面性のうちの前者,つまり不完全な鉄道管理が米西戦争で露呈 し問題視されたため,ルー

ト陸軍長官による軍制改革が 20世紀初頭に始まる.鉄道管理の徹底が目標の一部であるはずの陸軍省

参謀部が設けられたものの,省内各部局との抗争が原因でこの目標は結局達成できない.中央官庁内で

すら政治的権威が分散 した未熟な段階の近代国家の実態が窺える.またそれゆえ,第一次大戦の参戦直

後から鉄道産業の統一的な管理を試みられたのは民間の鉄道戦時委員会だけであった. しかし,同委員

会の活動 も反 トラス ト法や他省庁の干渉等で妨害されたため,1917年末には鉄道庁が創設される.

マッカ ドゥ-長官の努力で他省庁の干渉を排 し,全米の鉄道網を統制 した鉄道庁は,行政諸機関の中で

も政治的権威を集中し,政府が国土に支配を広げる前提たりえたといえよう.以上の結果本稿では,罪

一次大戦期アメリカの急激な国家形成過程と,それ以前の約半世紀間にわたる反国家主義的なアメリカ

史像の一端を,実証的に提示できたと考える.ただし,アメリカが長 く反国家主義的であったからこそ,

いわゆる ｢軍産複合体｣が生まれたのではなかろうか.この推定は今後の研究課題としたい.
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武士道と日本近代思想形成史

- ｢公共性｣の日欧比較思想研究にむけて

調 査 委 員 〔主査〕佐 伯 啓 恩 〔副査〕西 村 稔,大 津 真 幸,

笠谷和比古 (国際日本文化研究センター)
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本論考は表題の通り,日本における近代思想形成史との連関の下において,武士道を考察する試みで

ある.すなわち,近代という度量衡を用いて,武士の思想を再考,再解釈する試みであり,逆にいうな

らば,｢近代なる時代 /概念 /価値｣から眺めて,武士の思想が如何なる位置に存するのか,それを究

明するものとしても良い.

第一章 ｢近代思想の条件｣では,近代の定義付けを簡潔に行った上で,近代思想の探求を,主に西洋

社会思想史の業績を振り返りながら行う.ここでは,公共性についての議論にも相当の紙幅が費やされ

るが,それは近代思想にとって,公共性という概念が大きな意味を有 しているがゆえのことである.吹

の第二章 ｢思想史における 『視線』類型｣では,まず西洋における近代思想が如何なる手順を経て登場

したのかを概観する.続いて,日本思想史における,仏教と儒学の軌跡も辿る.ここで仏教と儒学が考

察対象として選択された理由としては,武士道を社会思想的側面から捉えた場合,そこに最も直接的に

関わるものが,この二つの教理 ･哲理であることを挙げておきたい.第三章に据えられた ｢日本におけ

る 『公私』｣は,主に公という観念を巡る議論を歴史的に行う.また,本章では,江戸時代中期におけ

る公私観念を鮮やかに提示 した,赤穂事件とその反応を,一つの実例として考察する.これに続 く第四

章 ｢武士道の再定義｣では,主に死生観という側面から,武士道の本質を明らかにし,武士道を近代思

想形成史の中に位置付けることを主旨としている.最終章 ｢近代日本と武士道｣では,前章までに取り

上げた武士道が,近代思想に結実 してい く最終局面をみる.朱子学を超克 した陽明学が,武士道と融合

して成立 した陽明学武士道と,陽明学の限界を認識 し,西洋化の奔流の中で苦闘した横井小楠の思想は,

日本の自生的近代思想が誕生する,まさにその瞬間を見せ付けるものとなっている.
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- 精神分析の関係理論を踏まえて-

調 査 委 員 〔主査〕新 宮 一 成 〔副査〕岡 田 敬 司,小 山 静 子

論文要旨

本論文は,欧米にその理念と実践の発端をもっ ミュージックセラビィの意義を明らかにし,セラピス

卜の適切な音楽的介入と,その結果としてのクライエントの治癒的反応について,精神分析の関係理

を通 して考察 したものである.

本論文は二部構成である.第一部では,精神医療領域におけるミュージックセラビィの実践を踏まえ,

セラピス トの機能がwinnicottおよびBionの母子関係理論における母親の機能に対応すること,クラ

イエントによるセラピス トの機能の内在化は他者や状況への気づさをもたらし, Winnicottの ｢遊ぶこ

とplaying｣ の発動の契機となること, そして,病いの語 りとしてのクライエントの音楽表現は, セラ

ピス トとの音楽的相互作用を通 して ｢語 らい｣となり,文化的体験へと変容することについて,4章に

わたり議論 している.

第二部は,主にシニフイアンの概念を適用 して音楽と言語構造の関連を解明しっっ,クライエントを

｢関係性｣の世界の中に導き入れるためのセラピス トの役割について,2章を立てて追求 したものであ

る.音楽の成立において,言語象徴化作用を支える根源的シニフイアンに対応する ｢根源的律動｣の存

在を想定 し,根源的律動が機能 していないクライエントの表現特性を,セラピス トはい かに受け止め,

質的に変換させてシニフイアンの連鎖に導き入れることができるか,またクライエントはそのシニフイ

アンの漂いの中で,自己治癒の契機となり得るところの ｢機知｣をい かに生起させていくか,について

議論 している.以上の考察により,セラピス トの ｢アルファ機能｣の発動による万全な立ち位置が,ク

ライエントの病的な表現特性を創造的な表現要素へと変換すること,またクライエントの自己治癒の契

機を看過することなく,治療的行為を芸術的営為へと価値転換することを結論としている.
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- ｢苦 しみの構造｣に着目して-

調 査 委 員 〔主査〕新 宮 一 成 〔副査〕岡 田 敬 司,永 田 素 彦
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本論の目的は ｢苦 しみ｣という人間存在の根源的主題を取 り上げることで,援助の本質を掴むことで

ある.患者や利用者が医療者の言葉に傷っ くということがしばしばある.これは援助者の思想,あるい

は専門職教育と患者や利用者の思いとの問にずれがあるからではない かと感 じる.そこで,援助論の根

幹を再考する目的でまず,人が ｢苦 しいとはどういうことなのか｣を解明し,さらに死を前にして本来

的自己に立ち返っている終末期患者の精神的苦痛にアプローチをする.

｢もう,生きていても意味がない｣逆に ｢死にたくない｣ といった自己の存在を主題とする実存的苦

痛を抱えている患者に対 して援助者はどうあるべきかという問題は医療において重要な課題である. し

か し,実存的苦痛とはどういうものなのか,またそれは昨今スピリチュアルペインとも言われるが,そ

の本意は何なのかといった根本的な命題は不問のままである.

本論は ｢苦 しみ｣のなかにある者への援助の方法論を目指すのであるから,まず ｢苦 しみ｣とはいっ

たいどのような構造をもっているのかを明らかにしなければならない.さらに,半年間にわたる終末期

患者との会話を基に終末期患者のスピリチュアルペインを考察することによって,援助のあり方をより

一般的な視点から考察する.

主体は意識の志向性によって対象化されたある事態に対 して否定と肯定という対峠的評価を与え,評

価はこの対峠のなかを流動するが,否定的事態を生きているときに苦 しみがある.スピリチュアルペイ

ンは自明を喪失 し事態の否定的評価のなかで ｢自己の存在と意味を問う｣苦 しみである.ケアは,その

｢問い｣に答えを用意するとか既成概念に導 くというものではなく, 動かせない事態を生きる人間のセ

ルフコ-ビングの力によって自らが問いに意味を与えてい く道程を支えることであると結論 した.そこ

に介在する行為が ｢語ること｣と ｢聴 くこと｣であった.本論は援助者の一助となるべ く,苦 しみを構

造的に理解する枠組みを提供することと患者が語ることの意味を明確にすることによってケア概念を再

考するものである.
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氏 名 野 津

人間 ･環境学専攻 山 梨 正 明

文 題 目 フレームモデルに基づ く言語理解と言語生成の認知的

分析

調 査 委 員 〔主査〕山 梨 正 明 〔副査〕奈 藤 治 之,壇 辻 正 剛

本稿では,概念モデルとして階層的フレームモデルを提案する.このモデルでは,概念一般の組織化

原理としてフレーム構造を採用 し,モデルの設計の制約として神経学的な知見を利用 している.また,

このモデルを用いた言語表現の意味記述を試み,それを通 して,認知科学一般と言語学の統合を目指す.

第 2章では,階層的フレームモデルについて解説する.意味論一般におけるモデルの位置付けや,言

語表現の意味の記述において,モデルが果たす役割について論 じる.また,本稿で前提とする,表現の

理解と生成についての仮説を提示する.さらに,階層的フレームモデルの設計における原理や,具体的

な構造について述べ,いくつかの具体的な意味記述の事例を示す.第 3章では,意味の主観性と客観性

について,階層的フレームモデルと関連付けながら論 じ,両者はモデルの異なる領域と対応関係を持っ

ことを主張する.また,表現の意味は,実際には,主観的な要素と客観的な要素から成る複合体であり,

そのような要素の配分比率の変化によって,いわゆる主体化のような意味変化が生 じることを示す.罪

4章では,感覚と情動に関わる表現を,特に形容詞に焦点を当てて分析する.そして,感覚や情動は,

特定の事態の概念構造に埋め込まれて理解されること,また,主体と客体の不適合が生 じる表現では,

特に事態の概念構造が理解にとっては重要であることを論 じる.第 5章では,行動,行為,スクリプ ト

といった,事態の詳細な階層構造の観点から,動詞や構文の意味を分析する.そして,それぞれの動詞

や構文が,事態の異なる階層をその意味として表 し,また,そのような分析が動詞のアスペクトについ

ての考え方にも一部応用できることを示す.第 6章では,構成的な階層構造ではなく,カテゴリ的な階

層構造の観点から,フレーム構造がメタファーの理解に重要な役割を果たしていることを論 じる.そし

て,認知言語学において主流なメタファー理論を批判的に検討 し,フレームを適応的な認識単位と見な

す,行動学的なメタファー論を提唱する.最後に,7章において,まとめと今後の展望について述べる.
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氏 名 中 島 暢 美

ディブリーフィング･ワークの研究

- 看護学生の臨地実習におけるディブリーフィン

グ･ワークの心理教育的意義 -

調 査 委 員 〔主査〕岡 田 敬 司 〔副査〕新 宮 一 成,杉 万 俊 夫
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ディブリーフィング･ワークの研究は,臨床心理士が臨床心理士として身についた ｢意図的態度｣に

よって実践 し,成 し得る臨床心理学的研究である.

本稿における研究対象は看護学生である.燃えつき症候群等の具体的解決のないまま看護師不足に

至っている近年の看護職が抱える問題に対する試みである.

先ず,看護の歴史や社会的背景を概観 し,次のような具体策を提出した.第 1に,精神健康の維持は

職場の円滑な人間関係に尽き,職場における相互理解が不可欠であることは教育されねばならない.罪

2に,看護教育について領域外からの支援を受け入れる.第 3に,心理教育としてのディブリーフィン

グ ･ワーク (以下ではDW と表記する) の導入である.DW の目的は,第 1に,職業性ス トレスへの

予防と対処の習得,第 2に,自己の治癒と育成である.

次に, トラウマティック･ス トレスの概念,燃えつき症候群との関連,そして,ディブリーフィング

の定義, 歴史的背景, 目的や技法について概観 した. DW は, 臨床心理士が日常的に実践 し継続可能

な支援の一つになり,看護師の離職に対する具体的施策の一つとして有用であるといった理由から,看

護の教育課程への導入の必要性が考えられた.

更に,筆者のディブリーフィングとの出会い,ボランティア援助,被災 した障害児の母親らへのリラ

クセーションを経て, DW の実践的研究に至る. 実践的研究では, 教員との協働において, 心理測定

を併用 し試行錯誤を繰り返 した. 結果として, DW は看護学生にとって有用であることが実証された.

また, 個々の事例からは, DW の一次的意義として, 相互理解, 安全感の獲得や自励JL､と自宥心が支

えられ,二次的意義として,自己が再構築される場,共感について再考されるといった有効性が推考さ

れた.
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氏 名
み よし まさ ひこ
三 好 正 彦

- 児童福祉的側面と人間形成論的側面からの考察

調 査 委 員 〔主査〕岡 田 敬 司 〔副査〕小 山 静 子,杉 万 俊 夫

1960年代以降,共働きの親たちを中心にした運動によって学童保育は全国に拡大され,現在に至っ

ている.本研究はその学童保育に多角的な視点からアプローチし,その役割と機能を明らかにするもの

である.学童保育の実態に迫るためには多角的な視点からの議論が必要とされる.その理由の一つとし

て,｢学童保育の多種多様性｣が挙げられる.学童保育は各所により,運営方法,施設,入所児童数,

またその歴史が大きく異なる. 97年に ｢放課後児童健全育成事業｣ として法制化された国の事業であ

りながら,その運営形態なども各地域によって多様性を帯びている.つまり,学童保育は国の事業と認

められていながら,一般共通性を見出すことが困難な児童施策と言える.本研究は,この ｢学童保育の

多様性｣という分析困難要因について出来るだけ多 くの視点を用意することで対抗 し,その存在自体を

明らかにすることを目指 したものである.

そのための方法の一つとして参与観察による分析を用いることにした.あらゆるフィール ドに共通 し

たことであるが,一般的な枠組みを分析するだけでは,様々な人間関係が交差する場である学童保育の

実態に迫ることはできない.実際にその場に足を運び体感することによってはじめて,その学童保育所

をより精確に論 じることができるのである.さらに本研究は参与観察による分析に加えて,社会福祉的

な視点から学童保育の存在についての捉え直 しを視野に入れて議論を遅める.

本研究の研究スタンスは,この参与観察と社会福祉的な構造分析の両方のバランスを意識 したもので

ある.そして,それにより学童保育の今後の可能性や新たな役割を提示することを目指す.そして,

｢子どもたちの充実 した放課後の生活とは｣という命題にも考察の視野を広げることができればと考え

る.
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学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

人博第 438号

平成 21年 3月23日

共生人間学専攻 篠 原 資 明

いし たに はる ひろ
氏 名 石 谷 治 寛

文 題 目 レアリスムと幻視 - 一九世紀フランスの調和と自

由をめぐる芸術と美学

調 査 委 員 〔主査〕篠 原 資 明 〔副査〕岡 田 温 司,多 賀 茂

論文要
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本論では,一九世紀の半ばから世紀末における,ギュスタヴ ･クールベやカミーユ ･ピサロによるレ

アリスムの芸術の主題や表現をとりあげ,身体 ･自然環境 ･社会問題をめぐる哲学や美学,生理学 ･地

理学 ･社会学の言説について考察する.本論におけるそれぞれの章は,数年ずっの時代の幅をもち,時

代を特徴づけるサロンや展覧会や出来事をめぐって,それぞれ肖像画,裸婦像,静物画,風景画,労働

や余暇を描いた風俗画,都市風景などのジャンルの一九世紀絵画は,写真,影絵 ･人形劇,工芸 ･映画

といった映像メディアやインダス トリアル ･アー トの発展と関連づけられる.一九世紀のパ リを中心と

した芸術や視覚文化といった余暇産業の成熟は,文化資本の誕生,そして産業や政治のスペクタクル化

の基盤としてみなされてきた.他方で,近代の都市化に抗する社会運動のなかで,共同体への志向,地

方の文化の再評価,中世への回帰や,さらにプリミティヴィズムの傾向が顕著になってくる.これらの

問題が,一九世紀の芸術や美学に散見される調和と自由という概念やイメージをもとに捉えられる.

まず, 第一章, 第二章では, クールベの肖像画のなかの眼差 しや, 絵画や写真にあらわれる身体イ

メージを実在性や自律性という観点から論 じる.第三章では,クールベと印象主義における風景画のモ

チーフや筆触について,同時代の進化論 ･熱力学に並行する地質学や地理学との関連によって考察する.

さらに一九世紀末になると,主体と外部環境の調和をめぐる問題は,自然環境から社会へと移行 してい

く.この背景には,機械化による労働形態の変化や分業があった.第四章,第五章ではピサロとその周

辺の画家の作品を比較検討 しながら,労働や休息のイメージのなかに,一九世紀の心理学のなかで考察

されたヒステリー,憂欝,夢想などの病理的な状態のあらわれを読みとる.第六章では,労働や余暇に

関わる身体をめぐって考察された美学や社会学と,工芸や装飾本への関心との関連を明らかにする.罪

七章では,二〇世紀を迎えるパ リの群衆とその映画的なイメージについて論 じる.

以上から一九世紀の芸術をめぐる思考における,人間身体の構成や感情 ･情動というミクロな水準を

通 して,歴史や自然環境,社会的分業といったマクロな水準を包摂 した全体的な展望を提示 しようとす

る傾向を明らかにする.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 439号

平成 21年 3月23日

共生文明学専攻 内 田賢 徳

チョウ
氏 名 張

『遊仙窟』語蓑と和訓についての研究

- 複音節語を中心に-

調 査 委 員 〔主査〕内 田賢 徳 〔副査〕島 崎 健,道 坂 昭 虞,

須 田 千 里

論文要旨

本論文は中国唐の時代の艶情小説 『遊仙窟』の語嚢と和訓を複音節語の視点から考察 したものである.

日本に伝えられた最初の中国小説である 『遊仙窟』は,文芸作品であり,訓読の面ではほかの漢籍資

料と違って多 くの和語 らしい表現を使 うという特徴がある.一方, 『遊仙窟』 は八千五百字にも満たな

いが,唐代口語を豊富に含み,その中国中世の口語資料としての価値は,魯迅の評価以来定着 している.

本論文はまず畳語という複音節語の最も単純な形式の分析を通 して,訓読資料としての 『遊仙窟』の

和訓の特徴を見出だそうとした. 35例の畳語の和訓を考察 した結果, 同じ畳語の和訓でも, 意味の成

立の必要性から要求された和訓と表現上の配慮が含まれる和訓の二種類見 られることが分かった.

一方,本文に畳語漢語が 34例存在する.それに附 した和訓は二種類の形態を呈することも分かった.

一種類は畳語の和訓, もう一種類は文選読みの和訓である.そのうちの25例は文選読みの和訓であり,

残 りの9例は畳語の和訓である. そして, 25例の漢語は唐代口語と擬態語が中心となり, 難解な面は

共通する.

また,『遊仙窟』に現われた唐代口語とその和訓を考察 した.全語棄数の90%以上複音節語で占めて

いる口語語嚢は200例以上見 られる.その膨大なデータに基づいて,品詞別で分析が行われた.具体的

な概念を表す名詞,動詞,形容詞の訓読は,大概熟合され,的確に訓まれる用例が多 く見 られる結果に

対 して,副詞の場合は一語と認識せず.正確に理解されていない用例が多 く見受けられる結果となった.

これは訓読という漢文翻訳作業の性格を示すことになると考える.

最後,『万葉集』中にある 『遊仙窟』 と一致する口語語嚢を考察 し,両者の相関性を考えた.7例を

考察 した結果,文学の面で両者の交渉を強 く示 しているにもかかわらず,口語語蓑の語法の面では,

『遊仙窟』に直接 した応用と判断しがたい.
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人博第 440号

平成 21年 3月23日

共生文明学専攻 内 田 賢 徳

リュウ
氏 名 劉

｢姉小路式｣テニヲ-論の研究

〔主査〕内 田 賢 徳 〔副査〕島 崎 健,須 田 千 里

大 秦 一 浩 (大谷大学)
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山田孝雄の陳述論は日本語学史において画期的な研究であることはいうまでもない.その内容は本居

宣長の係り結び研究の影響を受けたとされている. しかし,宣長の研究の根源を辿ると,中世のテニヲ

-論まで遡ることができる.本論文では,中世のテニヲ-論の最大勢力を成 した ｢姉小路式｣を研究対

象とし,その-写本である 『手耳葉口伝』を手掛かりにし,その記述に関する考察を行った.

一般的に ｢姉小路式｣の内容は,最初のテニヲ-秘伝書である 『手爾葉大概抄』と深 く関係するとさ

れている. とはいえ,｢姉小路式｣の項目についてすべてが 『手爾葉大概抄』を拠り所としているわけ

ではなく,その書に見 られない項目も多数存在する.そのうち,｢姉小路式｣の著者による独自の項目

も認められるが,その一部は連歌論書におけるテニヲ-の記述と深い関わりを持っているように思われ

る.

従来の研究では,連歌論は文学的もしくは修辞的に扱われる傾向が強く,連歌論とテニヲ-論は互い

に影響 し合って展開していったとされながら,その具体像及び影響 し合う過程が明らかにされたとは言

い難い.本論文では,両文芸が交渉を有する視点から,｢姉小路式｣ における文法項目の記述を手掛か

りに,連歌論とテニヲ-論が影響 し合う過程の提示を試みた.

その結果,中世を代表する 『手爾葉大概抄』と ｢姉小路式｣の記述は初期の連歌論書の影響を受けた

ものと結論付けた.そして,宗両氏あたりまで連歌論書とテニヲ-論は各自の中心項目を守った相伝が行

われたが,その後,テニヲ-論の記述がまた連歌論に影響を及ぼしたものと思われる.こうした両文芸

の交渉過程に見 られる変化は,表層的には,連歌と和歌との中世詩歌文学における力関係の変化による

ものと考えられるが,深層的には,両文芸は切っても切れない関係にあり,文芸形式に関して相違は見

られるものの,表現 ･修辞において相通ずる面も多々ある.表現 ･修辞の極みを求めようとしたがため

に,論理的な支えとして,一方からもう一方に目が向けられるようになったと考えられる.従って,両

文芸における文法項目の交渉は必然性を有するものと見なければならない.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

人博第 441号

平成 21年 3月23日

相関環境学専攻 浅 野 耕 太

まつ した きょうへい
氏 名 松 下 京 平

文 題 目 社会関係資本と環境ガバナンスの双方向性因果に関す

る研究

調 査 委 員 〔主査〕浅 野 耕 太 〔副査〕間 宮 陽 介,阪 上 雅 昭

本論文の目的は,社会関係資本と環境ガバナンスの相互関係に光を当て,それを理論と実証の双方の

視点から検証することにある.具体的には次の2点を分析課題に設定 した.

第 1の課題として,社会関係資本は環境ガバナンスをどのように機能させるかについて検討 した.得

られた知見を以下にまとめる.社会関係資本は環境ガバナンスのパフォーマンスに正の影響を及ぼす.

このとき,地域の実情に即さない画一的な政策は,むしろ地域の環境ガバナンスを執行する上で阻害要

因となる可能性が危倶された.また,内部結束型と橋渡 し型の社会関係資本は蓄積と機能の両側面にお

いて相互作用を発揮 しながら環境ガバナンスに影響を及ぼす.効果的な環境ガバナンスのためには,ど

ちらか一方のみが蓄積されているだけでは不十分で,両方の社会関係資本がバランスよく蓄積されてい

る必要がある.

第 2の課題として,環境ガバナンスを通 じた社会関係資本の醸成過程について検討 した.これには市

民による直接的な醸成と行政による間接的な醸成とがある.前者に関しては,定量的分析およびモデル

分析を援用することで,環境ガバナンスに伴う共同行動を経験することで社会関係資本が蓄積されてい

く過程を示 した.後者に関しては,行政は社会関係資本の醸成にどのように関与できるかを具体例を用

いて議論する一方,その関与の仕方には今なお克服すべき課題が残されていることを論証 した.

市場の失敗や政府の失敗に象徴されるように,現行の非効率的な資源管理が問題視され始めている.

人や物といった-- ド面ばかりではなく,人間関係といったソフト面をも視野に入れた社会関係資本の

概念はそれらに続 く第三の資源管理手法を提供するものであり,今後その機能についてより一層の考察

が希求される.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付
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文 題 目

人博第 442号
ひら やま

氏 名 平 山

平成 21年 3月23日

相関環境学専攻 山 本 行 男

DevelopmentofProtein Modifying Moleculesand

ColorimetricMetalIonSensor

(種々のタンパク質修飾分子の開発 と比色型金属イオ

ンセンサーの開発)

調 査 委 員 〔主査〕山 本 行 男 〔副査〕山 口 良 平,田 村 類,

畑 安 雄
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論文要旨

本研究は生体内における様々な現象を解明する上で各種測定におけるツールとなる新 しい分子を開発

するものである.

第 1章においてはEPR法を用いたタンパク質配向変化測定へ応用を目的とした新 しい二官能基型ス

ピンラベル剤の合成を行 った.得 られたスピンラベル剤を用いて筋肉タンパク質の一つである トロポニ

ンCのラベル化を行い, EPRスペク トル測定の結果から, -官能基型のものと比べ強 く固定化されて

いることがわかった.さらにラベル化に必要な十分な水溶性を有 していることもわかった.

第 2章では蛍光一分子イメージング法によるタンパク質の配向変化観察を目的とした新 しい二官能基

型蛍光 ラベル剤の合成を行 った.得 られた蛍光 ラベル剤を用いて トロポニンCのモデルペプチ ドとの

結合実験を行い,その結合様式について検討 したところ,従来の二官能基型蛍光 ラベル剤を用いた場合

にはペプチ ドとの結合後,構造異性化が起 こっていたのに対 し,著者が開発 したものについては単一の

生成物を与え,これまで問題とされていたラベル結合による構造異性化が抑制されたことがわかった.

第 3章ではタンパク質検出のための新 しいペプチ ドタグとそれに特異的に結合 し,発光応答を示す希

土類錯体の開発を行 った.今回合成 した希土類錯体は亜鉛イオンを介 してポリアスパラギン酸と結合 し,

ペプチ ドタグ中に導入 した トリプ トファン残基からのエネルギー移動による希土類発光のスイッチング

に成功 した.さらに,このペプチ ドタグと希土類錯体のペアは細胞内在性物質の多数存在する爽雑系中

においても機能することがわかった.

第 4章では金クラスターを利用 した水銀検出センサーの開発を行 った. トリエチレングリコールを リ

ガンドとして担持 した金クラスターに各種金属イオンを加えたところ,水銀に対 して特異的に色の変化

が起こった.また,その反応機構について各種測定を行い検討を加えたところ,水銀イオンが金表面か

らリガンドを引き抜 くことで金粒子が不安定化 し,凝集することで色の変化が起 こっていることが明ら

かになった.
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学 位 番 号

学 位 授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 443号 氏 名 竃 晶 買 竺

平成 21年3月 23 日

相関環境学専攻 加 藤 真

Diversityandspeciationmechanism ofthelandsnail

genussatsuma(Camaenidae)endemictotheJapanese

islandarc

(日本島弧固有の陸員ニッポンマイマイ属 (ナンバ ン

マイマイ科)の多様性 と種分化)

調 査 委 員 〔主査〕加 藤 真 〔副査〕松 井 正 文,市 岡 孝 朗,

田貞 滋 (理)

論文要旨

有肺類は陸産員類の中でも特に著 しい適応放散を遂げた一群であり,その移動能力の低さゆえに分散

過程や生殖隔離の成立過程を追跡できる数少ない生物のひとっである.本研究では日本島弧固有の陸員

ニッポンマイマイ属 (ナンバ ンマイマイ科)に焦点を当て,分子系統解析と殻形態 ･生殖器形態の統計

的解析をもとに,種分化パターンと生殖隔離機構の解明,ならびに分類体系の整理を試みた.

まず,属全体の分子系統解析を行 ったところ, これまでの形態分類では認識されていなかった単系統

群や類縁関係があることが明らかになった.各系統の分布や生態学的特徴,及び日本列島地域の地質学

的知見に基づいた考察の結果,中新世後期以降の気候変動や地殻変動に伴 う分断と異なる- ピタットへ

の進出が亜属 レベルでの多様化を促 したと推定された.

次に,琉球列島に分布する樹上性のオキナワヤマタカマイマイ亜属について同様の解析を行 った結果,

オキナワヤマタカマイマイには2つの生物学的種が含まれ,その間では生殖器形態に顕著な形質置換が

生 じていることが判明 した.

さらに琉球列島に分布する地上性のシュリマイマイ亜属 (仮称)についても同様の解析を行 ったとこ

ろ, シュリマイマイにも2つの隠蔽種が存在 し,両種は生殖器形態で識別できることが明 らかになった.

オキナワヤマタカマイマイ亜属 とシュリマイマイ亜属は同所的に分布するが,各亜属で種間にみられた

地理的遺伝構造は亜属問である程度共通 していることか ら,両亜属の種分化は共通の地史的要因により

生 じたことが示唆された.

以上の結果か ら,本属は新第三紀後期に地理的隔離及び地上性 ･樹上性という生態分化を伴 う亜属分

化を経験 したのち,それぞれの地域でさらなる多様化を遂げたと考えられる.特に琉球列島では度重な

る地理的分断によって集団が隔離され,その間に生 じた生殖器形態や殻の巻型の違いなどが生殖隔離機

構 となり,種分化 と多様化をもたらしたと結論された.
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学 位 番 号

学 位 授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 444号
ますもと おかもと ともこ

氏 名 升元 (岡本) 朋子

平成 21年 3月23 日

相関環境学専攻 加 藤 真
●

Chemicalcomposition andecologlCalroleofmoral

scentinmoth-andmidge-pollinatedplants

(蛾媒花 とキノコバエ媒花における花の匂いの化学成

分と生態学的役割)

調 査 委 員 〔主査〕加 藤 真 〔副査〕松 井 正 文,市 岡 孝 朗,

酒 井 章 子 (総合地球環境学研究所)
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論文要旨

花が放出する匂いは送粉者の誘引に重要な役割を果たしていると考えられている.本研究は3つの植

物一送粉者系に焦点をあて,それぞれの花の匂いの化学成分とそれが担 う生態学的役割を考察 した.

ジンチョウゲ科ガンピ属は夜に開花 し,多 くの蛾に送粉される.ガンどの花の匂いは,夜にのみ放出

され,オシメンなどのモノテルペン類を主成分とし,典型的な蛾媒花の匂いと一致 していた.

コミカンソウ科カンコノキ属は,幼虫が種子を専食するホソガ科の蛾によって送粉され,両者は絶対

送粉共生の関係にある.Y字管実験によって,花の匂いがホソガの特異的誘引に関わっていることが明

らかになった.カンコノキ属 5種の花の匂いは,オシメンや リナロールなどのテルペン類で構成され,

それぞれの種に特異的であると同時に雄花 ･雌花問でもその構成に顕著な違いが見 られた.ホソガは雄

花で花粉を集め,雌花へ運ぶため,雌雄で異なる花の匂いがホソガの異なる行動を誘発 している可能性

が示唆された.また雌花は,送粉が済むと一部の成分の放出を止めたが,これは種子寄生者でもあるホ

ソガの再訪を防 ぐことに貢献 している可能性が高い.

ユキノシタ科チャルメルソウ属は日本列島で多様化 したキノコバ工科蝶の多年草である.チャルメル

ソウ属 12種の花の匂いを分析 したところ, リナロールやライラックアルデヒドなどのテルペン類が卓

越 し,種 ごとにその成分比が異なっていた.チャルメルソウ属には3つの送粉様式があり,その送粉様

式を決めていたのは,遺伝的距離ではなく,匂い成分の類似度だった. このことは花の匂いの変化が種

分化に直接関わってきたことを示唆 している.

以上の結果か ら,蛾やキノコバ工が送粉に関わるこれらの系では,花の匂いが送粉者誘引に重要な役

割を果たしているばかりでなく,生殖隔離をもたらす シグナルが花の匂いの成分比であると結論できる.
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学 位 番 号 人博第 445号
にし ざわ あつ

氏 名 西 洋 篤

学位授与 の 日付 平成 21年 3月23日

専攻 ･指導教官名 相関環境学専攻 阪 上 雅 昭

論 文 題 目 searchforcosmologicalgravitational-wavebackground

athighfrequencies

(高周波数帯における宇宙背景重力波探査)

調 査 委 員 〔主査〕阪 上 雅 昭 〔副査〕石 川 尚 人,木 下 俊 哉,

安 東 正 樹 (理)

論文要旨

本論文では, レーザー干渉型重力波検出器を用いた宇宙論起源の背景重力波の探査について述べる.

そのような重力波は初期宇宙においてインフレーション等の急激な宇宙膨張によって作 られ,現在の宇

宙に背景波として存在 しており,それらを調べる事で極初期宇宙の情報を直接的に得 られるため非常に

重要である.

本論文で我々が調べた内容は, ｢スカラー ･ベクトル重力波偏極モー ドの探査｣ と ｢超高周波数帯で

の背景重力波探査｣の2つに大きく分ける事が出来る.スカラー ･ベク トル重力波は一般相対性理論で

予言される以外の重力波の偏極モー ドであり,余剰次元や修正重力理論等の理論において現れる.よっ

て,これらの重力波を検出出来れば新たな物理に関する情報が得 られる.そこで,我々はこれまでの背

景重力波検出の解析手法をスカラー ･ベクトル偏極モー ドを含めて,理論モデルに依 らない形に拡張 し

た.その定式化を実際の検出器に適用 し,背景重力波の各偏極モー ドに対する感度を導出した.

2つ目の ｢超高周波数帯での背景重力波｣ はこれまで,観測からの間接的制限は得 られているものの,

直接的観測はほとんど行われていない.また,存在する背景重力波量への制限も非常に弱い.そこで,

我々は超高周波数帯での背景重力波観測を目指 し,まず,最適な検出器デザインに関する研究を行った.

その結果,シンクロナスリサイクリング干渉計 (SRI)と呼ばれるデザインが最 も感度が良い事が分

かった.さらに,2台のSRIの最適な配置を求めた.

ところが,シンクロナスリサイクリング干渉計は重力波信号を増幅するので感度が良 くなるが,同時

にミラー変位雑音も増幅 してしまう事が分かった.そこで,我々は重力波信号を増幅 しっっ, ミラー変

位雑音はキャンセルするデザインを提案 した.これは共振型速度計と名付けられている.さらに,量子
ラ/ゝ
白岡的な解析によって,原理的な雑音である量子雑音も原理に矛盾 しない様にキャンセルされている事が

分かった.結果,共振型速度計を利用すれば背景重力波への感度を飛躍的に高められる事を示 した.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 446号
に わ よし と

氏 名 丹 羽 佳 人

平成 21年 3月23 日

相関環境学専攻 阪上 雅 昭

DevelopmentofLaserinterferometrichigh-precision

geometrymonitorfわrJASMINEtelescope

(JASMINE計画のためのレーザー干渉計型望遠鏡 ジ

オメ トリーモニターの開発)

調 査 委 員 〔主査〕阪 上 雅 昭 〔副査〕石 川 尚 人,木 下 俊 哉,

安 東 正 樹 (理)
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論文要旨

日本の位置天文観測衛星 ミッションであるJASMINE計画は,天の川銀河の中心方向にあるバルジ

構造の領域を世界で初めて,近赤外線でサーベイし,我々から10kpc以内にある星々の距離や横断速度

を高い信頼度で求めようとしている計画である.JASMINE計画が目標精度を達成するためには,望遠

鏡や検出器の位置やサイズの安定度が高精度で長時間,保証される必要がある.例えば望遠鏡の主鏡と

副鏡問等の長さ変動に対 しては, 100pmオーダーの精度で 15分間, その安定度を連続的に監視する必

要がある.このような極めて微小な変動をモニターするための方法として, レーザー干渉計の技術の応

用が考えられている.本研究では, レーザー干渉計を用いて,望遠鏡のジオメトリーの変位を高精度で

多自由度測定することが可能な装置の開発を行った.本研究の特徴は,干渉計から測距信号を検出する

方法として,光路長制御のためのアクチュエータを使用せずに長さ変動のデータを読み出すことができ

るヘテロダイン方式を採用 した点である.これは,多自由度測定を行うとき,干渉計の光路長を制御 し

て信号を読み出す方針をとった場合には,装置全体のシステムがかなり複雑になってしまう恐れがあり,

特に,人の手で直に修理や調整ができない宇宙軌道上での使用を考えると,ヘテロダイン方式の信号検

出は,非常に大きなメリットがあると考えられるからである.本研究では,ヘテロダイン型干渉計が,

高精度変位センサーとして,JASMINE計画の要求する測定精度を有するか実証するための実験を行い,

15分間で20pmの精度,さらに3時間でも100pmの精度を保持 したまま測定が可能であることを実証

することに成功 した.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 447号
ふく おか ち ず

氏 名 福 岡 千 珠

平成 21年 3月23日

文化 ･地域環境学専攻 ヨリッセン,エンゲルベル ト

アイルランド語復興と ｢アイルランド人｣自己意識の

変 容

調 査 委 員 〔主査〕 ヨリッセン,エンゲルベル ト

〔副査〕岡 真 理,-ヤシ,ブライアン マサル

専 門 委 員 佐 野 哲 郎 (名誉教授)

論文要旨

本論文は,独立後のアイルランド語復興の問題に焦点を当てながら,独立後アイルランド社会におけ

る ｢アイルランド人｣自己意識の変容を明らかにするものである.

本論の出発点は,独立後に見 られたアイルランド語復興に対する ｢失望｣と ｢幻滅｣はなぜ生 じたの

だろうかという疑問にある.アイルランドが独立に向かう気運を作 り出すにあたって,アイルランド語

復興が非常に重要であったことは広 く受け入れられている. しかし,革命前の熱狂にもかかわらず,あ

るいはそれゆえにかもしれないが,革命後,人々のアイルランド語復興に対する ｢幻滅｣はあまりに強

いものであった.

本論では,人々の ｢幻滅｣は,単なる言語政策の不備に対するものではなく,アイルランド語復興と

いう目標を広めることで作 り上げられてきた ｢アイルランド･ネイション｣の定義が,アイルランド自

由国成立以降,変化 してしまったことからくるものではない かと考える.そうした仮説の下,本論文で

は,(1)アイルランド語復興の言説が,アイルランド自由国成立の頃を境として変化 していったことを

明らかにする. そして, (2) その重要な変化の一つとして,植民地時代はアイルランド語の ｢共時間

性｣が否定され ｢過去の言語｣とされていたのに対 し,独立後の社会では同言語が ｢共時間性｣の中に

おかれるようになったことを指摘する.また,(3)独立後のアイルランドにおいて,カ トリックの英語

話者,アングロ･アイリッシュ,ゲ-ルタ- トのアイルランド語話者,多言語使用者,そして北アイル

ランドのユニオニス トという5つの異なる立場から,人々にアイルランド語復興の問題がどのように捉

えられていたのかを分析する.その上で,それぞれの立場における,独立後の社会的変化に伴う自己意

識の揺 らぎを分析 し,言語の問題が旧植民地における ｢ネイション｣と自己意識とどのように関わって

いたのかを分析する.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 448号
いい ざわ

氏 名 飯 揮

平成 21年 3月23日

環境相関研究専攻 酒井 敏

UrbanHeatIslandCirculation

(ヒー トアイランド循環)

調 査 委 員 〔主査〕酒 井 敏 〔副査〕鎌 田 浩 毅,石 川 尚 人

論文要
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Heat/coolislandcirculation(HCIC)isoneoftypicalexamplesofhorizontalconvectioncausedby

deferentialheatingoftheground.HCIChavebeenstudiedbecauseofbeingthemostbasicprocessin

atmosphericdynamics.ManynumericalorlaboratoryexperimentswereperfわrmedtoresearchinHCIC.

However,recenttheoreticaltransition modelofHCIC wasnotverifiedin observation forurban

climatology.Thepurposeofthisstudyistoverifythatformationprocessproposedbypreviousnumerical

ortheoreticalstudiesisrealizedinatmosphere.Weobserveurbanheatislandandmeasurethermalinertia

ofeachareatoconfirm thattheanomalyofthermalinertiadominatesformationprocessofheatisland.
● ●

NewmethodisdevisedfわrmeasurlngthermalinertiaasaresponseorairtemperatureagalnStradiantnu又

change.

(都市のヒー トアイランド現象は近年大きな社会問題の一つとされ,国や自治体 レベルで対策が講 じ

られているにも関わらず,その発生要因について統一された見解は未だなされていない.その原因の一

つとして,都市 レベルでの十分に密な気象観測データが不足 している事が挙げられる.そこで本研究で

は,野外における気象観測や測定を主な手法として,京都市におけるヒー トアイランド現象の発生原因

を特定することを目的とした.

京都市街地において,2年間に渡 り季節ごとに約 2週間ずっ,計 8回の気象観測を行った.大通 り沿

いの街路樹約 40点に, 気温と放射収支量を連続的に測る自作の気象観測 システムを設置 した. その結

果, ヒー トアイランド現象は全ての季節において,特に晴天日の夜間に強 く生 じた.日ごとの放射冷却

量と都市と郊外の気温差に強い 相関が見 られた事から,京都市におけるヒー トアイランド現象は,熱フ

ラックスに対する気温の応答が都市と郊外で異なることが主な発生原因であることが分かった.

夜間の都市キャノピー層内の空気がよく混合され,観測された気温が 1km四方あたりの地域全体の

表面温度を代表 していると仮定 したとき,熱フラックスに対する気温の応答は,地域の凹凸度合と,被

覆の熱慣性の2つの要素から決まる ｢地域 レベルの熱慣性｣で決まると言える.夜間に雲が出ることに

よる放射収支量の変化と,気温の上昇量から,観測地点ごとに地域 レベルの熱慣性の値を見積 もった.

その結果,都市部が郊外の5-6倍の地域 レベルの熱慣性を有することが分かった.このことについて,

都市部と郊外の日没後数時間の気温降下量の違いによる見積 もりからも整合する結果が得 られた.

さらに,都市部と郊外を代表する被覆の熱慣性を実際に測定 した結果や,凹凸度合を意味する地域の

表面積率を見積 もった結果から算出した地域 レベルの熱慣性の値 も,整合的な結果となった.これによ

り,我々が提案 したモデルの信頼性が高いことが示された.

都市部と郊外の気温差は日没後数時間で最大になり,その後は夜明けまで差をほぼ一定に保ちながら

気温が降下する傾向が,典型的な晴天日で多 く見 られた.この時,郊外から冷気流の前線がやってきた

ことで気温差が頭打ちになったことを,観測結果から確認できた.このことから,日没後数時間までは

地域 レベルの熱慣慣性によって気温降下量の差が決められ,その後は郊外からの冷気流によって気温差

が解消に向かうことが分かった.)
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 449号

平成 21年 3月23日

共生人間学専攻 新 宮 一 成

うえ お まさ みち
氏 名 上 尾 貞 道

人間の科学と精神分析 - 幻想の横断

調 査 委 員 〔主査〕新 宮 一 成 〔副査〕多 賀 茂,戸 田 剛 文

論文要旨

今日,精神分析は,人間についての理論という立場を巡り,科学との関係におけるその意義を思想 ･

実践の両面において絶えず問われている.これに対 し本論は,科学と ｢人間｣との関わりの中で思想史

上精神分析の登場が印した画期を明らかにし,かっ精神分析思想の地平において人間を規定する諸条件

について再検討を図ることで,答えようと試みるものである.

第一部においては 19世紀以降の精神医学や人間科学の歴史を辿りながら,｢人間｣を規定する表象的

現実の層に対 し裂け目が生 じる諸相を検討 していく.第一章では,近代精神医学の祖であるピネルが,

イデオロジーとの関係性の中で提示 した狂気概念について見ることで,可視的現実と身体の不可視な力

との相克に特徴付けられる人間概念の出現を確認する.第二章では,｢人間｣ の症候学として展開する

可視的現実とそこで捨象される潜在的な力としての想像力の問題を人間科学の諸領野を渉猟 しながら見

る.第三章では, 19世紀のヒステリー研究を通 じて ｢見ること｣ そのものの理論的基盤の変化がい か

に生 じたかを確認する.第四章では,精神分析の幻想概念を見ることで,病理的存在としての人間と表

象との関わりを検討する.

第二部においては,幻想の構造の解明を,とりわけ身体および性に焦点を当てながら行なう.第五章

では, 19世紀, 性倒錯理論のうちにビネが導入 したフェティシズム概念を取り上げ, 科学の中で性的

人間に与えられた新たな規定について考察する.第六章では,精神分析理論のうちで,現実の再構築の

過程としてのフェティシズムの構造を検討する.第七章においては,スペクタクル的社会関係の基底に

おける生の問題を,フロイ トのリビドー概念,およびラカンの眼差 し概念を参照 しながら明らかにする.

最後に終章においては,以上の議論を受けながら,科学の進展における ｢人間的なもの｣の消失と復権

の可能性に関して,幻想の横断を目標と掲げる精神分析理論の射程を吟味することとしたい.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 450号
さの なかむら まさこ

氏 名 佐野 (中村) 雅子

平成 21年 3月23日

共生人間学専攻 杉 万 俊 夫

地域コミュニティ活動支援と情報共有のための情報シ

ステム ･デザイン

- 社会一技術的ネットワーク形成の観点から見た

情報 システム構築と運用 -

調 査 委 員 〔主査〕杉 万 俊 夫 〔副査〕吉 田 純,永 田 素 彦,

上 野 直 樹 (武蔵工業大学)
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論文要旨

本論文では,アクターネットワーク理論の観点をリソースとして,地域コミュニティを支援するとい

う実践的な観点のもとに,情報 システムのデザインがどのようにあるべきかを検討 した.

その結果,情報システムは単体として評価すべきではなく,人工物や社会的要素を含んだネットワー

クによって成立 しており,情報 システムが個人によってプログラムされているように見える場合でも,

実はその背後にデザインのアクターネットワークが存在 し,このネットワークがデザイン主体と考える

べきであることが指摘された.

またデザインは実際の市民活動やそこから生まれるニーズによって,一意に定まるものではなく,情

報 システムの導入によって,活動が一定の制約を受けたり,活動そのものが再編される相互構成的な関

係にあると捉える必要があることが明らかになった.アクターとしての情報 システムは,それ自体が関

与する人々を増やすための参加のツールでもあり,多様な利害関心を持っアクターを結びっける結節点

であり,開発の過程で境界オブジェクト (Star)として位置づけられる.

以上のような分析から,従来からある情報 システムデザインの方法論,例えば要求工学や,北欧型の

参加型デザインには大きな限界があることが明らかになった.このような知見を踏まえて,本論文では,

新たな情報 システムデザインの観点を ｢ネットワーク指向アプローチ｣として以下のようなポイントを

提言 した.

一点目は,アクターネットワーク理論を背景として,人や組織,活動といった社会的な要素と情報シ

ステムのような人工物などの非一人間的な要素とを,それぞれ切り分けて両者の関係を論 じるのではな

く,一体として状況的に形成される-イブリッドなものと捉える観点の必要性である.

第二のポイントは,デザイン主体についての捉え直しである.開発主体は,個人や開発組織単体では

なく,それ自体,人工物を含み,多様な利害をもち,かっ,ときには離脱する流動的な集合体 (hybrid

collective:Callon,2004) だと言うことができる. システム開発において,要求工学や参加デザイン論

を超えて,ネットワークとしてのデザイン主体に着目し,分析することで,より有効で ｢使われる｣シ

ステム設計の戦略を特定 し提案することが可能になると考えられる.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 451号
つじ むら まさ ひで

氏 名 辻 村 優 英

平成 21年 3月23日

共生人間学専攻 高 橋 義 人

苦 しみという名の贈りもの

- ダライ ･ラマ 14世における思いやりと普遍的責

調 査 委 員 〔主査〕高 橋 義 人 〔副査〕山 田 孝 子,田 達 玲 子,

鎌田東二 (こころの未来研究セ ンター),室寺義仁

(高野山大学)

論文要旨

ダライ ･ラマは,現代社会に蔓延する孤独感や疎外感の要因を人間関係の物化のうちに見ている.そ

こで彼は, その解決の糸口として ｢思いやり｣ を提起する.彼のいう ｢思いやり｣ とは,他者の苦を

｢贈りもの｣として受け取ることによって,他者を ｢物｣ではなく,｢JL､を有するもの｣として見ること

にはかならない.

第一章では, ダライ ･ラマが ｢思いやり｣を宗教の枠を超えた ｢普遍的チュゥ｣,すなわち人間であ

る限り必要不可欠な心の質に基づいた実践として主張 しようとしていることを明らかにする.そのため

に,ダライ ･ラマの宗教観の変遷,｢宗教｣ と ｢スピリチュアリティ｣の区別を参照 しながら,チベッ

トの政治体制を特徴づける概念である ｢チュゥスィスンデル｣における ｢チュゥ｣の概念の変遷を分析

する.｢チュゥ｣は一般に ｢宗教｣などと訳されるが,ダライ ･ラマにおいては人々に役立っJL､の質

(スピリチュアリティ) に基づいた実践や, そういった心の質へと変革することをも意味している. ダ

ライ ･ラマはこれを宗教の信仰とは関係なく人々にとって必要なものとして ｢普遍的チュゥ｣と表現す

る.彼のいう思いやりは,｢普遍的チュゥ｣の筆頭に挙げられるものである.

第二章では,ダライ ･ラマのいう ｢思いやり｣に互酬の論理が内在 していることを明らかにする.忠

いやりが生 じる過程で,自己は他者から贈りものを受け取る.ここで自己が他者から受け取る ｢贈りも

の｣とは,他者だけが苦 しんでいるという認識である.他者の苦という ｢贈りもの｣に幸臥1ようとする

営みこそが,ダライ ･ラマのいう ｢思いやり｣である.

第三章では,｢思いやり｣を発展させた ｢普遍的責任｣ というダライ ･ラマ独自の概念を,その語源

にまで遡って分析する.そうして,その意味するところが,｢贈りもの｣ としての他者の苦を遍 く共有

し,自ら他者の苦を取り除こうと応答する意志であることを明らかにする.
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人博第 452号
やま うち

氏 名 山 内

平成 21年 3月23日

共生人間学専攻 福 岡 和 子

William Faulkner'sFictionand(〕uestionsofSouthern

Whiteness

(ウィリアム ･フォークナ-の小説 とアメ リカ南部に

おける白人性の諸問題)

〔主査〕福 岡 和 子 〔副査〕水 野 尚 之,鷹野由美子

丹 羽 隆 昭 (名誉教授)
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論文要旨

本稿は南部特有の白人性という観点からウィリアム ･フォークナ- (1897-1962) の人種意識と創作

の関係性を論 じる.アメリカ南部の代表的な作家として知 られ,フォークナ-の作品における人種問題

は初期の批評から注目を集めてきた.だが,それは常に ｢黒人問題｣として扱われ,白人性は ｢人種｣

の問題として永 らく検討されてこなかった. このことは白人社会の価値観や制度を暗黙の規範とする白

人性の性格を示唆 している.近年のアメリカ文学批評では,こうした白人中心の枠組みをジェンダーの

問題 と併せて問い直す趨勢にあり,1980年代以降のフォークナ一研究でも,彼の作品における白人性

の問題が前景化されるようになった. こうした先行研究の文脈を踏まえた上で, 本稿は20世紀初頭の

アメリカ南部という歴史的文脈において,フォークナ-の諸作品を分析する.彼が生まれ育ち小説を書

き始めた時代は,性を巡る価値観が激的に変化 し,人種,引い ては白人性の枠組みが不安定な状態に

あった.こうした同時代の人種と性の諸相は,単に作品の背景や設定に反映されているだけでなく,作

者の創作力に根深 く結びっいてもいる.とくに 『響きと怒 り』(1929)から 『アブサロム,アブサロム』

(1936) の作品群では,主要男性作中人物が何 らかの形で人種の枠組みから逸脱 し,作者の想像力の根

幹に白人性とその不安定さの問題があったことを示唆 している.本稿は,人種を巡る唆味な領域と性の

問題を扱 う作品の分析を通 じて,南部社会の白人性の問題に対する作者の批判と覇晦という二重の態度

を明らかにする.フォークナ-は小説を書き続ける過程で南部社会における人種問題に対 して極めて批

判的な視座を獲得するに至った.だが同時に,その社会批判の根底には,不安定な人種の枠組みに対す

る不安 とそれを包み隠そうとする人種意識 も働いていた. 『アブサロム』 に至るまでの創作過程は, 白

人性の不安定さそのものを制御 しようとする小説家の営みでもあったのである.
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文 題 目

人博第 453号 氏 名 詣 晶 遺 品

平成 21年 3月23日

共生人間学専攻 林 達 也

Adaptationofcytoskeletalandsarcolemmalproteins
●

forfunctionalrequlrementS- newinformationforthe

developmentoffatigueresistanceinskeletalmuscle-

(機能的要求に対する細胞骨格および筋細胞膜タンパ

ク質の適応 - 骨格筋の耐疲労性の発達に関する新

たな知見- )

調 査 委 員 〔主査〕林 達 也 〔副査〕森 谷 敏 夫,小 田 伸 午,

田 口貞 善 (奈良産業大学)

高齢化社会,高度に利便化され身体活動の機会が激減 した現代社会において,骨格筋の収縮機能を維

持 ･向上させる方策を確立することは生活の質を高めるうえで喫緊の課題である.本研究は骨格筋の耐

疲労性という観点から,細胞骨格および筋細胞膜タンパク質の機能的要求に対する適応を検討 したもの

である.

第一実験では,筋細胞膜上の複合体であるジス トロフィンー糖タンパク質複合体および接着斑複合体

の主要成分であるジス トロフィンおよびβ1インテグリンのタンパク質発現量と,筋の機能特性を反映

するミオシン重鎖 (MHC) アイソフォーム組成比との関連を, 8種類のラット骨格筋と心筋について

検討 した.これらの複合体は筋原線維で発生 した張力を外部に伝達する役割を持っている.速筋タイプ

の骨格筋において,ジストロフィンおよびβ1インテグリンの発現量はtypeI,ⅠIa,ⅠⅠⅩMHCの比率と

有意な正の相関を示 し,typeIIbMHCの比率と有意な負の相関を示 した.また,遅筋タイプの骨格筋

および心筋では両タンパク質の発現量は速筋よりも多かった.これらの結果は,これら2つの複合体の

筋内での密度が筋の耐疲労性を規定する要因の一つである可能性を示唆するものである.

第二実験では,老化および不活動が骨格筋の乳酸代謝能力に与える影響を検討するため,骨格筋のモ

ノカルボン酸輸送担体 (MCT)1,MCT4タンパク質発現量と,解糖系および酸化系代謝酵素である乳

酸脱水素酵素 (LDH)およびクエン酸合成酵素 (cs)活性を,老化ラット,不活動ラット,対照ラッ

トのヒラメ筋および長指伸筋について測定 した. ヒラメ筋では老化群のMCTl発現量は他の二群より

有意に低 く,長指伸筋では老化群のMCT4発現量は他の二群より有意に高かった. また, ヒラメ筋の

LDH/CS比は老化群 ･不活動群で対照群より有意に高く,長指伸筋のLDH/CS比は老化群では他の二

群より有意に低かった.老化は不活動と異なり,運動中の骨格筋内の乳酸蓄積を抑制する方向に代謝特

性を変化させることをこれらの結果は示唆しており,動員する筋量が比較的少ない運動では高齢者が若

齢者よりも筋持久力が高 く,運動中の乳酸蓄積も少ないという先行研究の結果を裏付けるものである.
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共生人間学専攻 中 田仲 午

やま だ よう すけ

氏 名 山 田 陽 介

文 題 目 高齢者の身体組成と身体活動量の簡便で精確な推定

法 :二重標識水法を用いた検証

調 査 委 員 〔主査〕小 田伸 午 〔副査〕森 谷 敏 夫,林 達 也,

神 崎 素 樹
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論文要旨

本研究では,最終的に高齢者の身体組成と身体活動量を簡便でありながらできるだけ精確に推定する

方法を開発するために,それぞれの方法における仮定を認識することからはじめ,正常な老化あるいは

身体機能低下で起こる生理的な変化を観察 し,その結果を踏まえて,高齢者で身体組成と身体活動量を

評価する方法を検討 した.具体的には,生体電気インピーダンス (BI)法 (部位別 ･多周波),加速度

計法 (1軸型 ･3軸型),簡易版生活記録表の妥当性を検討 した.

まず,部位別 BI法において,水分あるいは筋の情報を反映する生体電気インピーダンス (BI)イン

デックスの下腿に対する大腿の比は,正常な老化では男女ともに加齢に伴って一律に低下 し,さらに移

動機能が低下 した高齢者ではより低値を示 し,肥満者でも低値を示 した.これらをモデルに組み込んだ

新 しいBI法を開発 し妥当性を検討 した.その結果,年齢,性,体重といった経験変数を組み込むこと

なく測定値のみで精確な身体組成推定ができる可能性が示された.

次に,多周波部位別 BI法において,下肢の細胞外液 ･内液量を評価 したところ,除脂肪量に占める

細胞外液量が老化に伴って相対的に増加 し,さらに年齢とは独立 して移動機能低下の影響も受けていた.

そして,細胞内外液分布が高齢者の身体機能を評価する一変数として有効であることが示された.また,

この細胞内外液を考慮 したモデルをBI法に適用する方法を提案 し,その妥当性を検証 した.

最後に,身体活動量について,加速度計を用いた方法と生活記録表を用いた方法の妥当性を検証 した.

高齢者では, 3軸加速度計を用いた方法では 1軸加速度計で評価できないエネルギー消費を推定できる

ことが明らかになった.また,記入漏れがないように工夫 した簡易版生活記録表を用いた方法も比較的

精確なエネルギー消費量推定が可能であった.さらに,日常生活中の家事での身体活動が多 く,睡眠や

休息 している時間が少ないことに加え,スポーツ活動の従事時間も全体の身体活動 レベルを決定する因

子であることが示され,高齢者における家事やスポーツ活動の重要性が示唆された.
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共生人間学専攻 大 東 祥 孝

TheFrontalSystemsBehaviorScale 前頭葉機能に関

する行動評価尺度の日本語版の開発と応用

- 統合失調症における社会行動障害に関する病識

調 査 委 員 〔主査〕大 東 祥 孝 〔副査〕船橋新太郎,奈 木 潤,

村 井 俊 哉 (医)

論文要旨

社会行動障害は,気質性及び内因性精神疾患によって生 じることが知 られている.その評価には神経

心理学的検査を行う方法と,日常生活における行動パターンの変化を観察する方法とが考えられてきた.

しかし,これまで多 くの前頭葉損傷患者,特に腹内側前頭前皮質損傷患者では,著名な生活上の行動障害

を示 しながら,神経心理学的検査では異常が見出されないことが指摘されてきた (Eslinger,P.,Damasio,

A.R.1985). また, 前頭葉機能の評価尺度によって神経学的疾患患者の行動学的変化を定量化するこ

とが出来ても,前頭葉の多様な症状を統括 して取り扱うことは出来なかった.多 くの評価尺度は比較的

時間がかかり,検査者は訓練されている必要がある等の点で,臨床の現場で使うには限界があることが

指摘されている (Grace,J.,Malloy,P.F.2001).神経心理検査は,それ自体は検査バッテリーとして大

事であるが,それだけでは捉えられないような行動様式については,質問紙を用いて捉えるというよう

に,それぞれの尺度の特性を活かして,全体を捉えようとすることが大切である.これらのことを踏ま

えてFrontalSystemsBehaviorScale(FrSBe)が開発された.FrSBeは,特別なものではないが, 日常

生活によく見 られる問題を定量化 して整理出来ることに意義がある.そこで本論文では,日本語版

FrSBeの開発を試みた.

本論文の第 1章においては,米国で作成されたFrSBeの日本語版を作成 し,その信頼性 ･妥当性を

検討 した.この結果から,日本語版 FrSBeが前頭葉機能に関する社会行動障害を評価する尺度として

有用であることが示された.

続 く第 2章では,第 1章で紹介 した日本語版 FrSBeを用い,自己評価得点と観察者価得点の差を比

較することで,自他の得点差を病識の尺度として応用 し,統合失調症における前頭葉機能に関連するド

メインごとの社会行動障害に関する気づさの本質を調査 した.その結果,第一に統合失調症では,前頭

葉に関する行動の3領域全てにおいて障害されていることが分かった.さらに,その病識の病態メカニ

ズムは認知機能と関連があることが示された.

本研究により,統合失調症患者における社会行動障害についての病識は,全般的な推定 IQと関連す

ることが示され,高 IQ群では自己の行動障害を実際より重 く見積 もる傾向があり,低 IQ群ではそれ

とは反対の傾向が認められた.さらに,現在から発症前のことを回顧的に振り返って評価 した際にも,

病識とIQについて同様のパターンがみられた.

●
Eslinger,P.J.,DamaslO,A.R.Severedisturbanceofhighercognitionafterbilateralfrontallobeablation:

PatientEVR.Neurology.1985;35(12);173111741.
●

GraceJ,MalloyPF:FrontalSystemsBehaviorScaleprofessionalmanual.PsychologlCalassessment

resourceslnc,Florida,2001
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共生文明学専攻 中 西 輝 政

おく だ やす ひろ

氏 名 奥 田 泰 広

イギリスにおける対外戦略の形成システムの変容

- 国家戦略とインテリジェンスの相互作用 (1902-

1939年)

調 査 委 員 〔主査〕中 西 輝 政 〔副査〕西 井 正 弘,川 島 昭 夫
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論文要旨

本論文は, 1902年から1939年にいたるイギリスにおける対外戦略の形成 システムの変容を,国家戦

略とインテリジェンスとの相互作用に着目しながら考察するものである.

1902年, イギリスでは帝国防衛委員会 (CID) という対外戦略の検討機関が設置され, 今日では世

界各国で設置されている ｢国家安全保障機構｣の先駆けとなった.CIDは首相の諮問機関として設置

された内閣の-委員会であったが,やがて対外戦略の形成 システムのなかで中心的な機関となり,実質

的にイギリスにおける対外戦略の形成 システムを変容させていくことになる.20世紀初頭にCIDが設

立されたのは,国際環境の変化に対応 しようとしてなされたものであった.19世紀の ドイツ統一戦争

以降において戦時と平時との区別が暖味になっていき,やがて二度の世界大戦において ｢総力戦｣が登

場することになったが,そのような国際環境の変化は,｢軍事｣ と ｢外交｣ という二つの領域を国家が

総合的に把握する必要性を生み出したのである.

とはいえ,これまでの研究においては,CID という国家安全保障機構を国防政策や政軍関係の視点

のみから考察することが多かった. しかしながら,それではCIDがイギ リスにおける対外戦略の形成

システム全般に及ぼした影響を十分に把握できるものとは考えにくいため,本論文は,｢国家戦略｣ と

｢インテリジェンス｣ との相互作用に特に着目しながら,CIDの設立が及ぼした影響の全体像を捉えよ

うとしたものである.とくにインテリジェンスは,組織運営の効率化と秘密情報の入手という二つの側

面において国家戦略の形成に大きな影響を及ぼしたものであり,ここではその影響の具体的なあり方に

ついて重点的な考察を行った.



208 博士学位一覧

学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 457号
へ レ ナ グ リ ンシプン

氏 名 HelenaGrinshpun

平成 21年 3月23日

共生文明学専攻 -ヤシ,ブライアン マサル
●

'MyCup'ofCoffee:AnalyzlngStarbucksasaSocial

andCulturalSpaceinJapanandinIsrael

(コーヒーを ｢マイカップ｣で - 日本 とイスラエ

ルにおける社会的 ･文化的空間としてのスターバ ック

調 査 委 員 〔主査〕-ヤシ,ブライアン マサル

〔副査〕前 川 玲 子,勝 又 直 也

論文要旨

1996年に日本に上陸 して以来,スターバ ックスチェーンは日本の消費者の間で絶大な人気を誇 って

いる.スターバ ックスが日本にコーヒー文化を紹介 したわけではない.それにも関わらず,スターバ ッ

クスは新たな流行や晴好をもたらし,地方のコーヒーショップ市場において新 しい地位を築いてきた.

スターバ ックスの成功は,また別のコーヒーチェーンの誕生を促 し,現代都市におけるコーヒーショッ

プの様相に新たな変化を生み出してきた.

イスラエルにおいては, スターバ ックスは2001年に進出し始めた. しか しながら,地方のコーヒー

ショップ市場の中へうまく参入 していくことができず, 2年後には売上不振で閉店せざるを得なくなっ

た.その後スターバ ックスはイスラエルのコーヒー市場に参入する意志を見せていない. このスター

バ ックスの失敗の原因について,メディアは様々に言及 したが,まだ十分な考察がなされたとは言えな

い.

スターバ ックスがどの国においても同 じ戦略で事業を展開するグローバルなチェーン店であるという

事実を踏まえると,成功を収めた日本と失敗に終 ったイスラエルの二つの事例を比較することで,社会

的にも文化的にも異なる国々において他国からの流行がどのように受容され,あるいは拒絶されるかと

いう事象に新たな考察を加えることができると思われる.

本研究では,スターバ ックスを主要な文化的 ･社会的機能を果たそうとするある種の公共空間として

捉え,日本のスターバ ックスが社会的 ･文化的意味を付与された空間を作 り上げることができた一方で,

それとは対照的にイスラエルではそのような空間を生み出すことには成功 しなかったことを論証する.

本論文により,スターバ ックスの成功と失敗を決定づけた歴史的,社会的,文化的要因に新たな光をあ

てることができるであろう.



博士学位一覧

学 位 番 号
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人博第 458号
ラ ウ ル ゲ レ - ロ プ ラ サ

氏 名 RadlGuerreroPlaza

平成 21年 3月23日

共生文明学専攻 -ヤシ,ブライアン マサル

Power,MediaandMinorities:TheGitanoandD6wa
●

IssuesintheSpanishandJapanesePressdurlngthe

1990S(権力, メディア, マイノリティーの関係につ

いての一考察 - 1990年代のスペインの新聞におけ

るロマの扱いと日本の新聞における同和問題の扱いの

比較を通 して)

調 査 委 員 〔主査〕-ヤシ,ブライアン マサル

〔副査〕前 川 玲 子,岡 真 理

論文要
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本論文の目的はスペインと日本の主要紙二紙の比較を通 じてメディアがマイノリティー (社会的少

数)をどのように扱っているかを明らかにすることである.やや左寄りのリベラリズムというイデオロ

ギー上の類似点を持っことから,スペインの 『ェル ･バイス』紙と日本の 『朝日新聞』を分析の対象と

し,『ェル ･バイス』紙におけるロマ (ジプシー)に対する報道姿勢と 『朝日新聞』の被差別部落民に

対する報道姿勢を比較 した.同時に,それぞれの国でマイノリティー,メディア,権力がどのような関

係を持っているかについても論 じた.
ラ/ゝ
白岡文は第一部 ｢スペインと日本における権力｣,第二部 ｢スペインと日本におけるマスメディア｣,罪

三部 ｢スペインと日本における, 1990年代のマスメディアとマイノリティーの描写｣ の三部構成から

なり,歴史的背景,批判的言説分析,そしてエスニックスタディ (民族研究)の三っの見地からのアプ

ローチを試みた.批判的言説分析は権力が世論やイデオロギーの形成に及ぼす影響の分析に有効である.

また,エスニックスタディの点からのアプローチを行うことで,差別問題を単なる人種問題以上のもの

として分析することが可能である.そして,この二つのアプローチは政治的,社会的エリー ト階級の思

想がどのように一般大衆に影響を及ぼすかを論 じる際にも有効である.

以上の考察を通 して,スペインにおいてはメディアがマイノリティーの状況改善のために積極的な役

割を果たしているのに対 し,日本では被差別部落民の政治活動の結果,メディアが差別問題に目を向け

て協力的態度をとってきたことが明らかになったが,本論ではスペインの新聞の態度を事前型モデル,

日本を反応型モデルとして分類 した.
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論文要
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人博第 459号

平成 21年 3月23日

共生文明学専攻 赤 松 紀 彦

明清時代の女性と演劇

ウ-
氏 名 呉

ワン イ
宛 悟

調 査 委 員 〔主査〕赤 松 紀 彦 〔副査〕江 田 憲 治,道 坂 昭 虞,

井 波 陵 - (人文研)

本論文は中国明清時代の女性と演劇との関係について考察する.

第一章から第四章までは主に明清の演劇作品における様々な女性の形象について解明したものである.

第一章 ｢『玉暫記』の折子戯における女性像の変化｣では,明代演劇作品の中でも特に 『玉暫記』を

取 り上げ,そこに描かれた女性像について明らかにした

第二章 ｢明清時代の演劇作品における女侠の形象 (-) - 剣侠の系統に属する演劇作品を中心と

して｣,第三章 ｢明清時代の演劇作品における女侠の形象 (二)- 『紅排女』,『識英雄紅排弄択配』,

『墨忠君垂足女丈夫博奇』 を中心に｣ では, いままで殆んど論 じていなかった明清時期の演劇作品にお

いて ｢女侠｣の形象をめぐって分析することを目的とする.女侠を中心とする演劇作品はすべで唐代の

豪侠小説から取材するものであり,二っの系統がある.一つは剣侠系統に属する作品であり, もう一つ

は情侠系統に属する作品である.第二章および第三章では,描写のスタイルが異なる二つの系統の演劇

作品の系統をそれぞれ分析 し,演劇作品における女侠の形象を明らかにすることを試みた.

第四章 ｢渇夢龍 『墨忠君定本博奇』における女侠の形象 - 『女丈夫』,『新港園』を中心に｣は,渇

夢龍によって改作された演劇作品である 『女丈夫』『新港園』 における女侠の形象を検討するものであ

る.『女丈夫』と 『新港園』における女侠の形象と原作を比較 し,その形象の異同を検討 した.

第五章 ｢明代の女優及びその困境｣では女優を取 り上げて考察 した.

第六章 ｢明清時期の女性観客と観劇禁制について｣では,具体的な事例を取 り上げ,女性への観劇禁

制を比較検討 し,その中に隠された意味と理由を探 った.さらに,これまで取 り上げられることのな

かった女性作者による詩詞作品を通 して,当時の女性の観劇風景や演劇に対する意識を明らかにした.
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人博第 460号

平成 21年 3月23日

共生文明学専攻 赤 松 紀 彦

コウ
氏 名 黄

東北アジア創世神話に関する比較研究

メイ ゲツ
明 月

調 査 委 員 〔主査〕赤 松 紀 彦 〔副査〕内 田 賢 徳,道 坂 昭 虞
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論文要旨

本論文は,東北アジア諸民族の創世神話における構造分析を出番窯占として,東北アジア諸民族神話の

埜化する神話的要素と共通する神話的要素について検討することにより,諸民族の信仰 ･世界観 ･宇宙
ラ/ゝ
白岡を構造的に理解 しようとしたものである.神話は,時代の流れと民族間の交渉の中で絶えず饗化 して

ゆく.東北アジア諸民族の神話 も,時代の中で柔軟に埜化 してゆく神話的要素と,動かない神話的要素

があって,両者の相関の上に,精白の様相をみせている.従って,時代の流れと文化の交渉の中で神話

的要素を理解することが求められる.このような観窯占から,本論文は東北アジア諸民族神話について,

構造主義分析という極めて明確な原則に従って,比較分析を行い,その結果,東北アジア創世神話の構

造的特殊性を,比較神話撃的な観窯占から明らかにするような成果が得られた.

本論文は ｢創世神話篇｣と ｢博播論についての再検討篇｣の二つの部分からなる.第一部では,創世

神話に現れる各神話的要素に着目した.これらの,神話の愛化する神話的要素と共通する神話的要素に

封する検討を通 じて,各民族の信仰や世界観,宇宙論を見出すことをめざした.

第一章では,精神による創世,第二章では,配偶神による創世,第三章では,｢原初の創世｣･｢洪

水｣･｢文化｣の,相繋がる一連のものとして語 られている三っの神話的要素,第四章では,創世神話に

おける ｢水｣のシンボリズム,第五章では,洪水を契機とする ｢神格の埜異｣,第六章では,｢原初の神

の隠退｣,第七章では,神々の英雄的性格に焦窯占を富て,時代の流れと文化の交渉の中で,変化する神

話的要素と共通する神話的要素を見出すことで,個々の神話的要素の意味を明らかにするような成果が

得 られた.

次に本論文は,日本神話の博播論を再検討する作業に入る.第二部では,記紀神話のルーツの一端と

して示されてきた従来の説について再検討を試みた.第八章では,朝鮮半島から博わったとする,記紀

神話の ｢天孫降臨｣について,第九章では,古 くから東南アジア系統を引く話と見倣されてきた 『古事

記』の ｢相羽の素兎讃｣について,第十章では,｢相羽の素兎讃｣の韓国からの博乗説について再検討

を行い,新たな見解を示 した.

本論文は,以上のような作業を通 じて,東北アジア創世神話の構造的特殊性を,比較神話撃的な観窯占

から明らかにするとともに,東北アジア諸民族神話を東北アジアという枠組みの中で讃み直すことを試

みたものである.

以上が本論文の概要であるが,その内容は多岐にわたっている.中でも ① 東北アジアという枠組

みの中で国際的な視野を持って,諸民族神話について構造的比較を行った窯占.② 朝鮮半島からの博乗

説が主流だった,記紀神話の神話的要素を,東北アジアという枠組みの中で捉える,全 く新 しいアプロ

ーチがなされていること.③ 創世神話における ｢神格の愛異｣,｢原初の神の隠退｣ など,新 しい東北

アジア創世神話の共通要素を見出したこと.④ これまで注目されなかった満州や蒙古など多様な神話

を収集整理,再構成 して比較研究 している窯占など,本論文が今後の東北アジア神話研究に新たな視窯占と

可能性を提供できたのではない かと考えている.
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学 位 番 号 人博第 461号

学位授与 の 日付 平成 21年 3月23日

専攻 ･指導教官名 共生文明学専攻 稲 垣 直 樹

文 題 目 ゾライズムの射程

はや し

氏 名 林
しん ぞう

信 蔵

- 永井荷風の初期作品をめぐって

調 査 委 員 〔主査〕稲 垣 直 樹 〔副査〕松 田 清,須 田 千 里,

多 賀 茂

論文要旨

永井荷風 (1879-1959)の初期作品 (1902-1903)にエミール ･ゾラ (宜mileZola1840-1902)からの

顕著な影響が見 られることは,すでに周知の事実である.本論文では,ゾラの原作,その英訳,荷風の

初期作品のテキス トをより精微に比較することをとおして,先行研究の指摘を補完 し,荷風の初期作品

を再評価することを目指 した.

ゾラの文学的方法論,すなわち文学における自然主義は,ゾラの文学的キャリアの中で繰り返 し主張

されてきたものであるが,ゾラを取 り巻 く環境の変化に応 じて微妙にその内容を変えていた.荷風は,

ゾラの理論的言説のなかから,生物学的 リアリズムというコンセプ トを摂取 し,その初期作品の執筆に

生かした.

ところで,ゾラの作品において自然主義理論は, しばしば厳密には実践されないこともあった.たと

えば,ゾラの作品において語 られる遺伝や人間に対する環境の影響といったものは,神話や詩など,非

科学的要素を多分に含むものであったことが,すでに指摘されている.そして,このようなゾラの文学

的実践における科学と文学の混清は,荷風の初期作品に対 しても看過することのできない影響を及ぼし

ている.

また,自然主義理論に関するものだけではなく,荷風は,ゾラの文学的実践の美的なアスペクトにつ

いても優れた理解を示 しており,ゾラのさまざまな情景描写のカノンや自由間接文体といった語 り方の

特徴をその初期作品のなかである程度忠実に再現 している.

たしかに,荷風は後にゾラの自然主義理論に対 して否定的な見解を述べるようになった. しかし,自

然主義は,ゾラの多様な文学的実践のなかのひとっの要素に過ぎず,荷風がゾラから学んだもののいく

つかは,荷風の後の文学的実践のなかでもしばしば重要な役割を果たすものであったと考えられるので

ある.
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人博第 462号

平成 21年 3月23日

共生文明学専攻 松 田 清

ます みつ

氏 名 益 満 ま を

文 題 目 赤外線画像解析による 『世界四大洲新地図帳』の書誌

的研究

調 査 委 員 〔主査〕松 田 清 〔副査〕稲 垣 直 樹,川 島 昭 夫

論文要
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徳川家の駿府移封 (1868)にともなって静岡へ運ばれた徳川幕府旧蔵書は,昭和四十五年に開館以来,

静岡県立中央図書館の特殊コレクションとして ｢葵文庫｣の名を冠せられている.葵文庫所蔵 『世界四

大洲新地図帳』(NieuweAtlas,ZnhoudendeDeVierGedeeltensderwaereld.アムステルダム,コ-フェン

ス ･モルチ-ル社, 1783年頃刊,全 2冊) は,老中首座松平定信の命によりオランダ通詞本木良永が

翻訳 した幕府旧蔵の世界地図帳である.江戸時代に舶載された世界地図帳の中で当時最もよく研究され

たものであり,江戸時代における天文および世界地理情報の員重な典拠である.

本木良永は,翌寛政二 (1790)年九月に 『新地図帳』の抄訳および解説を 『阿蘭陀全世界地図書訳』

(天理図書館所蔵,本木良永自筆著訳,三巻三冊) として幕府に献上 した. この上呈本については神崎

順一による翻刻と解説がある.また,長崎市立博物館に稿本 (三巻一冊)があることが知 られている.

多数の天文 ･地理書を著訳 した蘭学者でもあった本木良永 (1735-1794)は,『阿蘭陀全世界地図書

訳』において第 1冊冒頭の刻版標題紙,標題紙,目録 (含,下巻目録),天球図,地球図,北半球図,

南半球図のみを解説付きで翻訳 しているが,『新地図帳』 では上下 2冊の前付け貢および収録地図全葉

にわたって,標題の一部および主な地名に金紙または銀紙の付等を貼り付け,訳語を墨書 している.こ

れらの付篭は大半が化学変化のため黒 く変色 し訳語は判読困難になっており,長 らく研究のさまたげと

なってきた.

本稿は,静岡県立中央図書館葵文庫所蔵 『世界四大洲新地図帳』を対象として,書誌的調査および近

赤外線 ccDカメラによる付等撮影を行い,その撮影データ解析結果を基に,本木良永の翻訳過程を明

らかにし,訳語の分析を行った.また,同時代の他の訳語と比較 し本木の翻訳の特徴について考察 した.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 463号
やま もと ゆう き

氏 名 山 本 友 紀

平成 21年 3月23日

共生文明学専攻 稲 垣 直 樹

脈動する ｢オブジェ｣と ｢色彩｣

- フェルナン･レジェの創作活動の軌跡

調 査 委 員 〔主査〕稲 垣 直 樹 〔副査〕松 田 清,篠 原 資 明,

多 賀 茂

論文要旨

本論文では,20世紀前半に活躍 した画家フェルナン･レジェの創作活動の諸相を,当時の様々な芸

術的潮流を視野に収めながら,｢オブジェ｣ に関する概念と ｢色彩｣ の取り扱い方を中軸に据えた統一

的視座によって捉えることを目指 した.

キュビス トの画家として出発 したレジェは,身の回りの視覚的世界を多角的に捉えながら自身の内面

で統合することを目指 していた. ｢概念的なレアリスム｣ という言葉で示されるそのような造形的世界

は,｢オブジェ｣と ｢自由な色彩｣を基本単位とした,｢コントラス ト｣という表現方法が基盤となって

いる. また, ｢主題｣, 物語性, 個人的な感情表現の否定と密接に関連 した, ｢オブジェ｣ に関するレ

ジェ独自の概念は,バ レエの舞台装飾や映画といった絵画とは異なる分野の作品の構想においても基本

軸をなしている.

機械の美的価値や建築に関するレジェの概念に大きな影響を及ぼしたのが, ｢秩序への回帰｣ を志向

したピュリスムの芸術運動であった. ピュリスムとの親交を通 じて, レジェは絵画を建築に結びっける

ことを可能とする壁画制作にも関心を示 し,装飾芸術の捉え方をめぐって,｢オブジェ｣ と ｢自由な色

彩｣ に関する概念をより先鋭化させている. それと並行 して, レジェは自然界の観察を通 じた ｢オブ

ジェ｣の新たな側面から,様々な抽象的形態のモティーフを引き出すことで,抽象性の高い絵画作品を

創出するに至った. レジェはそうした芸術的実践から,｢新 しいレアリスム｣ という概念を導き出して

いる. この概念は,｢オブジェ｣を基盤に据えた ｢偉大な主題｣への取 り組みによって,芸術が社会的

役割を担うという画家の主張の強力な支えとなっており,その実現に向けた試みは一般民衆の生活を取

り上げた絵画作品のなかにみることができる.モザイク画,ステンドグラス,陶製彫刻など,モニュメ

ンタルな作品群には,人間と世界の関わりを示そうとする画家の努力の成果が表れていると同時に,彼

独自の ｢オブジェ｣の概念と色彩感覚の本領が発揮されている.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 464号

平成 21年 3月23日

共生文明学専攻 田 中 雅 一

やま もと たっ や

氏 名 山 本 達 也

伝統 /現代を生きるディアスボラ

- 北インド･グラムサラのチベット難民舞踏集団

TIPAを事例に

調 査 委 員 〔主査〕田 中 雅 一 〔副査〕山 田 孝 子,田 辺 明 生,

橋 本 和 也 (京都文教大学)
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論文要旨

本論文は,北インド･グラムサラ在住チベット難民舞踊集団TibetanInstituteofPerfbrmingArts(以

下TIPA)を事例として,伝統的なチベット文化表象と現代的なチベット文化表象に携わる人々のさま

ざまな実践に焦点を当てたものである.そして,そこで行われる文化政治を記述するとともに,演者と

してそこに生きる人々を描き出すことを目的とするものである.そのなかでも,文化表象に自ら関わり

ながらもディアスボラ的生を送る演者たちの困難を描き出すことを最大の目的としている.

本論文では,ディアスボラ研究,アイデンティティ･ポリティクスを初めとした文化の客体化論や,

チベット難民研究などの近年の文化人類学的研究が先行研究として挙げられている.これらの研究は,

犠牲者としての現地人という視点を打破 しようとし,現地の人々の創造性を称揚 してきた. しかし,

方で,集団的なレヴェルでの議論に終始 したり, したたかな主体による抵抗といった方向で議論を進め

たりと,そこで文化政治に関わりながら生きている人々が直面する葛藤や悩みといった側面を捨象 して

きた.その結果,そこで形成されたのは,強固な団結を維持 したり,生活の便宜で抵抗 したりする,自

分たちとは異なった戦闘的主体観に基づいた人物像であった.彼らは再び他者になってしまった,今度

は理想化された形で.

しかし,難民状態で生活 し,文化の表象に従事する人々は,積極的戦闘的にのみ事態に参加 している

わけではない.役らも,我々同様,悩み,葛藤する ｢ひと｣なのだ.本論文は,伝統と現代双方に関与

するTIPAの文化政治をマクロな視点から描き出すと同時に,その文化政治のなかで揺れ動 く人々に着

目し,描き出す.そして,これらの事例を通 して,これまでの研究が構成 してきた主体観を再考する.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 465号

平成 21年 3月23日

共生文明学専攻 阿 辻 哲 次

シュ
氏 名 朱

ギン カ
銀 花

日･中 ･韓三国の言語における動物文化の比較考察

- ｢馬｣,｢牛｣,｢犬｣,｢猫｣にまっわることわざを

中心に-

調 査 委 員 〔主査〕阿 辻 哲 次 〔副査〕赤 松 紀 彦,道 坂 昭 虞,

小 倉 紀 蔵

論文要旨

日本,中国,韓国の三国は,儒学や仏教を思想の土台とした同じ漢字文化圏に属 しており,歴史や文

化等いろいろな面において関連が深 く,二千年余の長い交流を持っている.従って,三国の言語や文化

をめぐる研究は東洋比較文化研究の焦点として従来歴史学,言語学,社会学など様々な観点から研究が

なされてきた.近年,比較言語学において異なる学問分野の融合による研究が多 く行われており,その

成果 もかなり多い. しか し,日･中 ･韓三国の言語,とくにことわざに関する比較研究は,今まで慣用

表現の意味や構造等の比較が主流で,ことわざの中の動物に焦点をおき,文献学や統計学等多様な方法

論を用いて,動物と社会,言語の三者を共に取 り上げる比較研究は殆ど行われていなかった.本研究で

は,日 ･中 ･韓三国の比較文化研究の一つの新たなアプローチとしてことわざ学と動物文化史を両者結

合させて比較と考察を行った.

本論文では,まず三国のことわざ辞典からそれぞれ動物を素材としたものを抽出し,これらのことわ

ざの用例を基本的資料として分析と整理を行い,本論の考察に用いるデータを統計 した.そして,三国

のことわざに最 もよく用いられる馬,午,犬,猫の四種の動物を考察対象に選定 し,三国におけるこれ

らの動物の家畜文化とことわざに現れる役割との関連をめぐって,主に文献学的考察と比較を行った.

更にこのような役割の比較考察を踏まえ,三国のことわざに現れるそれぞれの動物のイメージ象徴を分

類 し比較を行い,三国の間に生 じる差異の究明に努めた.

日･中 ･韓三国の馬,午,犬,猫にまっわることわざに関する比較考察を通 じて,これらの動物がそ

れぞれの国において果 した役割機能の差異がことわざにおける出現頻度やイメージに密接な関連を持っ

ことが分かった.また,日本,中国,韓国を同時に取 り上げて比較することにより,三国間の動物をめ

ぐる交流の歴史や文化,民族性等を含め,その全体像を描いた.
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学 位 番 号 人博第 466号 氏 名 石 橋 孝 二
いし ばし こう

学位授与 の 日付 平成 21年 3月23日

専攻 ･指導教官名 相関環境学専攻 津 江 広 人

論 文 題 目 窒素原子を配 した大環状かご型化合物の合成と物性に

関する研究

調 査 委 員 〔主査〕津 江 広 人 〔副査〕山 口良 平,山 本 行 男,

田村 類
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論文要旨

本論文は,窒素原子の有する特異な性質を反映 した新規機能性材料の構築を目的として,フェノール

骨格が窒素原子で架橋された新規大環状かご型化合物 ｢アザカリックスアレーン｣の合成ならびにその

物性について述べたものであり,4章で構成されている.

第 1章では序論として,カリックスアレーンを用いた超分子化学および分子磁性化学について概説 し

た後,同骨格への窒素原子の導入により発現が期待される物性について言及 した.

第 2章では,環状四量体および環状六量体の合成法を確立 し,Ⅹ線結晶構造解析ならびにNMR法

を用いて分子構造の評価をおこなった.その結果,環状四量体は架橋窒素原子と芳香環との共役に起因

した電子的および立体的要因により結晶中および溶液中において堅固な 1,3-alternateコンホメーショ

ンをとること,および,架橋窒素部位の置換基の配置によりキラリティーが発現することを兄いだした.

また,環状六量体は架橋部位が関与する分子間水素結合により一次元ナノチャネル型の結晶構造を与え

ることを明らかにした.

第 3章では,合成された環状化合物の機能として気体吸蔵特性の検討をおこなった.結晶中でナノ

チャネル構造を有する環状六量体は迅速かっ選択的に二酸化炭素を吸蔵 した一方,結晶中で密に充填さ

れた化合物では気体の吸蔵は認められなかったことから,結晶構造と気体吸蔵特性との問に相関関係が

あることを兄いだした.さらに,環状六量体で観察された二酸化炭素の選択的な吸蔵には,分子ふるい

効果に加えて,水素結合 もしくは四重極子モーメント/誘起双極子モーメント相互作用が関与 している

と結論づけた.

第 4章では,合成された環状化合物の電気化学的特性とその酸化種のスピン状態について考察をおこ

なった.その結果,環状四量体は二電子酸化過程まで安定であり,得 られたジラジカル種は基底三重項

状態であることを明らかにした.さらに,環サイズの異なる環状化合物の酸化挙動の比較から安定な酸

化種を得るための分子設計指針を提示 した.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 467号
うち だ よし あき

氏 名 内 田 幸 明

平成 21年 3月23日

相関環境学専攻 田 村 類

StudiesonMagnetic,Electric,andOpticalPropertiesin

theCondensedPhaseofNitroxideRadicals

(ニ トロキシ ドラジカルの凝縮相における磁気 ･電

気 ･光学的性質に関する研究)

調 査 委 員 〔主査〕田 村 類 〔副査〕山 口 良 平,山 本 行 男,

津 江 広 人

専 門 委 員 山 内 淳 (名誉教授)

論文要旨

本論文は,ニ トロキシドラジカル化合物の合成と,その凝縮相 (結晶相と液晶相)における光学 ･電

気 ･磁気の各物性について述べており,5章で構成されている.

第 1章は序論である.一般に,有機材料の長所として,光透過性や溶解性,生体適合性,柔軟性等が

挙げられる.今日ではそれらに加えて,かって無機材料のみが示すと考えられていた超電導性や光伝導

性,強磁性などの有用な電気 ･磁気物性を示す有機材料 も広 く知 られるようになった.中でも,純有機

強磁性体の,液体磁石,磁歪素子,磁性 LB膜等の新 しい材料への応用が期待される. このような背景

から,ニ トロキシドラジカル液晶に注目した経緯について詳述 し,本研究の目的と分子設計について述

べた.

第 2章では,ニ トロキシドラジカル結晶の磁性について述べた.ニ トロキシ基の酸素と隣接する分子

内のニ トロキシ基のβ一炭素の間で半占軌道 (SOMO)同士の重なりが生 じ, これにより反強磁性的相

互作用が発現することを,単結晶Ⅹ線構造解析と密度汎関数計算により明らかにした.

第 3章では,新 しいキラルニ トロキシドラジカル液晶の合成と物性について述べた.三系統のキラル

ニ トロキシドラジカル液晶の偏光顕微鏡観察, 粉末 Ⅹ線回折, 示差走査熱量分析等に基づいて, 電気

双極子モーメントの方向と大きさが液晶の相転移挙動と強誘電性に影響することを明らかにした.

第 4章では,ニ トロキシドラジカル液晶の二種類の磁場応答性について述べた.まず,水面に浮かべ

たニ トロキシドラジカル液晶微粒子の永久磁石による運動制御が可能であること,およびそれが分子間

の強磁性的相互作用に起因することを示 した.次に,磁場による分子配向制御について述べた.二つの

液晶相について可変磁場中での偏光顕微鏡観察等を行い,磁場に対する分子の応答性について考察 した.

第 5章は実験項である.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 468号
｣ やま こう へい

氏 名 小 山 公 平

平成 21年 3月23 日

相関環境学専攻 三 室 守

Characterizationofthephotosyntheticelectrontransfer

chainofacyanobacterium GloeobacterviolaceusPCC
●

7421:SpectroscoplCandbiochemicalstudies

(シアノバクテリアGloeobacterviolaceusPCC7421の

光合成電子伝達系に関する分光学 ･生化学的研究)

調 査 委 員 〔主査〕三 室 守 〔副査〕田 村 類,畑 安 雄,

鹿 内 利 治 (理)
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論文要旨

本論文では, シアノバクテリアにおけるふたっのエネルギー獲得代謝系である光合成系と酸素呼吸系

の電子移動反応系での連関を,チラコイ ド膜を持たない特異な種,GloeobacterviolaceusPCC7421を用

いて解析 した.さらに,他のシアノバクテリアとの比較検討から,光合成系の構築に必須の要素,原則

を考察 し,以下の結論を得た.

(1)光捕集 タンパク質超複合体であるフイコビリソーム (以下 pBS)中に2種の新規 リンカータン

パク質を発見 し,それ らを含む構成要素の化学量論に基づいてPBSの特異な形態モデルを構築 した.

その結果は,従来の電子顕微鏡観察を支持するものであると同時に,光捕集系の多様性を提示すること

となった.

(2)G.violaceusの光化学系 II(PSII)の酸素発生機構の解析をsynechocystissp.PCC6803との比較

より検討 した.酸素発生複合体の主要因子であるMnクラスターを安定化する表在性タンパク質の一次

構造はG.violaceusにおいて保存性が低 く, その安定化能に欠陥があると予測されたが,酸素発生活性

や MnクラスターのS-Statecycleの観測からSynechocystisと同等の反応を行 うことが判明 した. この結

果よりMnクラスターを安定化するタンパク質の高次構造には多型性があるという,従来の考えを大き

く変える結論に達 した.

(3)一方,G.violaceusのPSIIの電子受容側においてプラス トキノンの再酸化過程が電子移動の律速

となることを明らかにした.呼吸活性が高いことから,呼吸系と光合成系との間で電子移動の競合が起

こることが原因であると考えられた.このことが,G.violaceusの特異性の本質であることが判明 した.

以上の結果から,光合成電子伝達系では,エネルギー供給源となる酸素発生反応では多型を容認 しな

がらも保存性を確保すること,一方,電子受容反応では反応の許容範囲が広いという電子伝達系の構築

の原則が明らかとなった.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 469号
しま だ みき お

氏 名 島 田 幹 男

平成 21年 3月23日

相関環境学専攻 小 松 賢 志

InactivationoftheNijmegenbreakagesyndromegene

NBSlleadstoexcesscentrosomeduplicationviathe

ATR/BRCAlpathway

(DNA修復 タンパクNBSlのATR/BRCAl経路を介

した中心体複製機構の解析)

調 査 委 員 〔主査〕小 松 賢 志 〔副査〕五十嵐樹彦,三 浦 智 行

論文要旨

ナイ ミ-へン染色体不安定性症候群 (Nimehenbreakagesyndrome,NBS) はゲノム不安定性及び高

発癌性といった症状を示す遺伝病である. 原因遺伝子であるNBSlはDNA二重鎖切断 (DNA double

strandbreaks,DSB)が生 じた際,BRCAl,ATRといったタンパクと相互作用することで DSBの修復

に関わることが知 られている.今回我々は,NBSlが細胞分裂に関わる細胞器官である中心体と共局在

することを免疫染色法及び中心体の単離法を用いて見出した. ヒトU20S細胞及びマウスNIH3T3細

胞において siRNAによるNBSlのノックダウンを行 った結果,中心体の過剰複製が生 じた.また,

NBSlのノックアウ トマウス細胞では中心体の過剰複製が多 く観察 されたが,NBSIcDNAを導入 し

NBSlの機能を相補することにより中心体の過剰複製の割合が減少することを確認 した. また, これら

の表現系はBRCAlの機能を阻害 した細胞でも観察されることが知 られている. そこで我々は,BRCA

lのノックアウト細胞において siRNAによってNBSlをノックダウンしたが,BRCAlのノックアウト

細胞からさらに付加的な中心体の過剰複製は観察されなかった. これらよりBRCAlとNBSlは共通の

シグナル伝達経路に属 している可能性が示唆された.また,BRCAlは中心体の構成 タンパクである

γ-tubulinをユビキチン化することが報告されている.ユ ビキチンを特異的に認識する抗体であるFK2

を用いるとBRCAlの欠損細胞では中心体のユビキチン化が減少 していた.NBSl及びNBSlの リン酸

化に関与 している可能性があるATRのノックダウンでも同様に中心体のユビキチン化が減少 している

様子が観察された.以上より,NBSl/ATR/BRCAlのDNA修復機構が DNAの存在 しない中心体に

おいてその数の制御を行 っている可能性が新たに示唆された.また,これらの結果は中心体制御依存的

な細胞の癌化機構にも新 しい知見を与えるものである.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

人博第 470号

平成 21年 3月23日

相関環境学専攻 山 口良 平

たか はし よし のり
氏 名 高 相 禎 憲

文 題 目 ヒドリドで架橋されたイリジウム二核錯体による有機

小分子の活性化に関する研究

調 査 委 員 〔主査〕山 口良 平 〔副査〕山 本 行 男,田村 類,

藤 田 健 一
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論文要旨

近年の有機金属化学の目覚 しい発展により,多 くの遷移金属錯体触媒が有機合成において広 く利用さ

れるようになり,それにともない単核錯体の化学に対する理解は広さと共に深さを増 し,今なお発展を

続けている.一方,二つ以上の遷移金属中心を有する多核錯体や多核金属クラスターは単核錯体に比べ,

金属原子同士の近接効果により特異な反応性を示すことが期待され注目されている. しかしながら,そ

の研究例は単核錯体に比べれば少なく,多核錯体の化学を明らかにしていくことは有機金属化学におけ

る重要な課題の一つである.そこで, ヒドリドで架橋されたイリジウム二核錯体を各種合成するととも

に,これを用いた有機小分子の活性化を検討 した.第二章では,ジホスフィンとヒドリドで架橋された

イリジウム二核錯体からヒドリド配位子を引き抜 くことで 32電子高活性種を発生,捕捉するとともに,

これを用いることで温和な条件下で速やかに分子間 C-H活性化が進行することを明らかにした.第三

章では, ヒドリドのみで架橋されたイリジウム (ⅠⅠ)二核錯体にリン,硫黄などのヘテロ元素配位子が

配位することで,金属間での電子移動が誘発されることにより進行する協働的なC-H活性化を見出し

た. 第四章では, ジフェニル-2-ピリジルホスフィンとヒドリドで架橋された非対称なイリジウム二核

錯体及びへテロ二核錯体を合成 し,異なる環境下にある金属を架橋 したヒドリド錯体へのアルキン挿入

反応における位置選択性,および,生成 した架橋 ビニル配位子の挙動について述べている.今回見出し

た二核錯体によるC-H活性化反応及びアルキンの挿入反応は,いずれも架橋 ヒドリドが構築する近接

したイリジウム二核中心が提供する反応場によるものであり, ヒドリドで架橋されたイリジウム二核錯

体の有機小分子に対する反応性を検討 し考察することにより,二核錯体の協働作用を明らかにしたもの

と考えられる.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

人博第 471号
ふか ざわ よし のり

氏 名 深 揮 嘉 伯

平成 21年 3月23日

相関環境学専攻 三 浦 智 行
● ● ●

VirologlCaland immunologlCalanalystsOfsystemic

lymphoidtissuesintheearlyphaseofsimian-human

immunodeficiencyvirusinfection

(サル/ヒト免疫不全ウイルス感染初期での全身 リン

パ系組織におけるウイルス学および免疫学的解析)

調 査 委 員 〔主査〕三 浦 智 行 〔副査〕五十嵐樹彦,小 松 賢 志

論文要旨

HIV感染に有効なワクチンを開発するためには,予後に深 く関係すると考えられているHIV感染初

期におけるウイルス増殖機序および,病態進行を防御する有効な免疫機構を解明する必要がある.感染

初期における深部組織の検索はヒトでは不可能であり,現在までのエイズ研究において有効なワクチン

効果を示すものは,安全性に問題がある弱毒生ワクチンだけであることから,本研究ではサルに感染 ･

発症するサル免疫不全ウイルス (SIV) とHIV-1のキメラウイルス (SHIV)を用いて,感染初期にお

ける全身 リンパ系組織を解析 し,感染動態,免疫細胞動態および弱毒生ワクチンによるウイルス増殖抑

制機構の解明を目的とした.

強毒または弱毒 sHIV株をそれぞれアカゲザルに経直腸接種 し,接種 1,2,4週後に剖検を行い 各種

リンパ系組織中のウイルス増殖, ウイルス主標的細胞であるCD4+T細胞の減少を比較解析 した. また,

弱毒生ワクチン株をアカゲザルに免疫 し,その 1ヶ月後に強毒株を経直腸攻撃接種 したサルの解析を同

様に行い,前述の強毒株接種の結果と比較 した.

その結果,サルに急激なエイズ死をもたらす強毒株と比べて弱毒株は粘膜感染初期に全身臓器への拡

散が遅 く,腸,腸間膜 リンパ節,胸腺と段階的に増殖のピークを示 し,感染 4週以内に小腸のCD4+T

細胞だけを減少させたことか ら,HIVの標的臓器 として小腸の脆弱性が明らかとなった.一方,生 ワ

クチン接種ザルでは非免疫ザルと比較 して,攻撃接種 2週後に見 られるウイルス増殖のピークが有意に

低 く抑えられ,末梢血のみならず全身組織でのウイルス増殖を著滅させていた.さらに,これらサル群

では, 腸管に多 く含まれるメモリーCD4+T細胞の急速な減少を全身組織で防御 している事が明らかと

なった.

以上の結果から,感染後早期からウイルス増殖を抑制 し且っ,全身のメモリーCD4+T細胞の減少を

防ぎ,ウイルス感染に対 して脆弱な腸管でもウイルス増殖 ･細胞傷害性を抑制出来うる免疫を誘導する

ことが有効なワクチンに重要であると考えられる.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

ラ/ゝ
白岡人博第 27号

たな せ

氏 名 棚 瀬

平成 20年 9月24日

共生文明学専攻 田 中 雅 一

インドヒマラヤのチベット系諸社会における婚姻と家

運営 - ラホール,ス ピティ,ラダック,ザ ンス

カールの比較とその変化

調 査 委 員 〔主査〕田 中 雅 一 〔副査〕菅 原 和 孝,足 立 明

(アジア ･アフリカ地域研究研究科)

専 門 委 員 高 山 龍 三 (元京都文教大学教授)
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論文要旨

本論は,インドヒマラヤ西部に展開するチベット系諸社会についての比較研究を試みたものである.

対象となっている地域は,インド共和国のヒマーチャル ･プラデーシュ州ラホール渓谷,同州スピティ

渓谷,ジャンムー ･カシミール州ラダック地方,同州ザンスカール地方である.

特に中心的なテーマとなっているのは,それらの社会における家運営のあり方と,婚姻の方策に関す

るものである.特に,それが近代国家の枠組みの中で,如何なる変化を蒙ってきたかを比較 しっっ検討

することを目的とする.

第 1章では,
ラ/ゝ
白岡文の構成や,対象地域の歴史の概略,自然環境について簡単に触れる.

第 2章では,チベットの家運営と婚姻に関する先行研究について検討する.特にチベット系民族のお

こなう-妻多夫姫の問題は,文化人類学における中心的なテーマのひとっであった.-妻多夫姫に関す

る議論をたどり,その通文化的研究の是非,環境との関連,家の運営に関して-妻多夫姫という婚姻の

形がもっている意味について検討する.また従来の研究でもっぱら用いられてきた世帯 (household)

という概念が必ずしも適切ではないことを論 じ,代わりに清水昭俊の定義する ｢家｣の概念の使用を提

唱する.

第 3章では, ヒマーチャル ･プラデーシュ州ラホール渓谷の事例を検討する.ラホールは北インドの

平野部にも比較的近 く,外界との交流も密であり,経済的にも豊かな地域である.その一方でチベット

的な ｢骨と肉｣の観念 (父親の ｢骨｣はその子供の ｢骨｣として引き継がれ,母親の ｢骨｣は,子供の

｢肉｣となる)を依然として強く維持 し,-妻多夫姫もさかんにおこなわれてきた.

-妻多夫姫は,兄弟間の連帯性と ｢家｣の融和を象徴する婚姻の形式と考えられている.一方財産の

継承に関しては,父一息子の関係が重要な意味をもち,-妻多夫姫に参加 しない男性は,財産分与を要

求することができる.ラホール社会においては,この集合志向と個人志向の問題は時に解決の困難なジ

レンマを引起こす.その例を婚姻と婿取り (マクパ)の事例を取り上げて検討する.またそれに関連 し

て,ジェンダーの問題について考察する.

こうした社会構造の矛盾は, しか しラホール社会のもっ外向性にもっながっている.ラホールで

1960年代初期に発生 した一種のユー トピア運動は,この外向性の発現の一つの例として考えることが

できる.

第 4章では,ラホールの西側のスピティにおける事例を検討する.スピティでは全域でチベット語方

言が用いられ, ヒンドゥー文化の影響はラホールに比 してより希薄である. しかしピン渓谷を除いては,

-妻多夫姫はおこなわれない.通常家を引き継 ぐのは長男のみで,二男以下は出家するか,さもなくば

マクパ (入り婿)として他家に入る.両親は家督を長男に譲ったあとは, しばしばカンチュンと呼ばれ
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る隠居家を形成する.

スピティにおける家運営の方策は,ラホールに比 して矛盾の少ないものではあるが,それはスピティ

の人々の自足性にもっながっている.

第 5章では,ジャンムー ･カシミール州のラダックとザンスカールにおける事例を検討する. ジャン

ムー ･カシミール州では 1941年に-妻多夫姫は法的に禁止されるなど, ヒマーチャル ･プラデーシュ

州とは異なった社会的環境に置かれてきた.

ラダックやザンスカールでは,かっては-妻多夫姫を伴った家運営のシステムをとってきたと考えら

れるが,現在-妻多夫姫をおこなうことは少なくなっている.またチベット的な ｢骨と肉｣の観念 も忘

却されっっある.さらには,相続に関 して息子がありながら娘にも分家の形成を許すなど,チベット的

な慣行からは逸脱する傾向が見 られる.

第 6章では,チベット,特にツァン地方における領民支配と家運営に関する報告を検討 した上で,そ

れをインドヒマラヤにおける事例と比較する.共通点としては, 1)生得的な社会身分をともなってい

ること.2)平民の中でも経済的な差異による区分が存在すること.3)領主 もしくは僧院に対する相当

重い貢網の義務を有 していたこと. 4) 貢網の義務を果たすためにも家の分割の回避が重要であったこ

とが挙げられる.

こうした共通点をもちながらも,インドヒマラヤのチベット系諸社会は,財産の相続法や隠居慣行の

有無,-妻多夫姫の慣行の有無に関 して違いをもっている.そのことは,現代的な状況に対 して,各社

会がとってきた異なった適応の仕方にも現れている.

最後に,以下のような点に関 して,インドヒマラヤのチベット系諸社会における変化が論 じられる.

1)｢骨と肉｣の観念の忘却 :チベット社会には ｢骨と肉｣の観念が広 く存在 し,特に同一の ｢骨｣をも

つ者の結婚,性関係はインセス トとして忌避されてきた. しか し現在スピティやラダックでは ｢骨 と

肉｣の観念は忘却されてしまったか,されっっある.一方ラホールにおいては明瞭に意識されている.

2) -妻多夫姫の問題 :ラホールでは現在 も4割ほどの世帯でおこなわれているが, 特に若者の間では

少なく,将来的には減少 してゆくことが予想される.スピティではもともと-妻多夫姫をおこなわず,

ザンスカールやラダックでもその実践の頻度は減少 してきたと考えられる.

3)mono-maritalな原則の変化 :かっての封建的体制化では,重い貢網の義務を果たすためにも,家の

中の 1世代には 1組の夫婦関係に限定 しようとする志向が強かった. しかし現在はそういった経済的圧

力は存在せず,実質的にmon0-maritalな原則に対する必要性は減少 している.ただ しラホールでは,

家の経済的上昇を志向する傾向が強 く,一種の企業化精神ゆえに家の分裂が抑えられてきたと思われる.

4) 父系出自原理の重要性の低下 :チベットは父系出自性の優先する社会であったと考えられる. 例え

ば,主要な家産は男性メンバーにのみ引き継がれ,ファスラなど,父系を通 じて継承される神を肥って

きた. しかし,特にジャンムー ･カシミール州ではこうした父系出自の優勢に反するような事例が見 ら

れる.

5) カンチェンとカンチュンの変化 :カンチュンは, 元来家督を息子夫婦に譲った両親が隠居のために

形成する場合が多かった.現在 もザンスカールにおいては殆どの家で隠居家としてのカンチュンを形成

している. しか し,特にラダック近郊では隠居家としてのカンチュンを形成せず,家長は終生カンチェ

ンに留まる場合が多い.また,ラダック,ザンスカールではカンチュンに娘,息子が住んで,そのまま

分家を形成するケースが多い.

このように,ジャンムー ･カシミール州のチベット系社会において変化が大きく,父系出自原理の重

要性の低下,｢骨と肉｣の観念の忘却,-妻多夫姫の現象が, ほぼ平行 して進んでいるのに対 して, ヒ

マーチャル ･プラデーシュのチベット系社会では,mono-maritalな原則が依然として強 く意識されてい

ることが分かる.
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学 位 番 号

学位授与 の 日付

専攻 ･指導教官名

文 題 目

ラ/ゝ
白岡人博第 28号

はや し

氏 名 林

平成 21年 1月23日

文化 ･地域環境学専攻 山 田 誠

日本の水産物流通に関する地域形成論的研究

き よ み

絶代美

- 消費や発展基盤の変化に即 した地位の確立に注

目して-

調 査 委 員 〔主査〕山 田 誠 〔副査〕浅 野 耕 太,江 田 憲 治,

金 坂 清 則,小 方 登

専 門 委 員 小野征一郎 (近畿大学)
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論文要旨

本研究は,消費や発展基盤の変化に即 した関係主体 ･地域の流通上の地位形成や価値創出に注目し,

多様な水産製品を取 り上げて,水産物の流通構造や関係者の活動を分析することを目的とした.

(序論) 高度経済成長以降の日本の水産物流通の特徴と課題を概観 し, 先行研究の動向を確認 した.

それを踏まえて本研究では,関係主体が流通上の役割や活動方法を刷新 し,流通上の位置づけ ･機能を

確立する試みや,自地域 ･商品の新たな価値を創出する取 り組みを考察することとした.その際,生産

から消費までを通 して流通構造を考察 し,品質等の特徴や差異,需要者側の態度や要望,関係者間での

情報交換が諸活動や流通展開の選択 ･評価に与える影響に留意することとした.

(第 1部)対 日輸出に関わる海外生産地域に注目し,活動展開や貿易構造,生産地域の発生や移動,

流通上の地位の確保などを考察 した.その際,日本市場の動向が海外生産地域の活動に与える影響や,

それらへの関係者の対応などにも注意 した.あわせて,類似輸入品が存在する国産品について,その流

通構造や,関係主体 ･地域による活動や品質の差別化への対応などを確認 した.

(第 2部) 従前の研究で注目が乏 しかった特徴を持っ漁港や商業港湾における流通構造を, 集出荷活

動に注目して考察 した.そして,条件変化にともなう関係地域での活動再編や流通上の地位の確保,機

能特性に応 じた流通展開を明らかにした.事例として,下関漁港 (本港 ･分港)と下関商港を取 り上げ

た.あわせて,取扱商品の内容や関係国から輸入 ･陸揚地点の類型化や分布傾向の考察をした.

(第 3部)｢食｣に関わる学びの活用や接点の創出の工夫に注目しながら,水産業 ･水産物に対する

人々の理解の向上や,需要者側の反応や評価を受けての供給者側の活動の改善,地域資源の活用に関わ

る活動の可能性と課題について考察 した.あわせて,水産物消費の平均化の進行と地域差の残存の程度

を分析,確認 した.

(結論)以上の結果を総括 し,より望ましい流通を実現する上で重要な視点や活動をまとめた.
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論文要旨

本研究では,1970年代後半以降の現代日本における小売商業の立地変化を,立地規制の影響を踏ま

えながら明らかにするために,1)立地規制の変化にともなう大型店の立地変化とその影響,2)開発許

可条例の制定にともなう小売商業の立地への影響, 3) 立地規制の強化にともなって開発されたコンビ

ニエンスス トア (コンビニ)の立地変化の3つの課題に取り組んだ.

まず 1)では, まちづくり3法の成立とそれ以後の都市計画制度の充実による大型店の立地の規制 ･

誘導について検討 した.これらは,小売商業,特に大型店の立地に対する規制と誘導に期待が持たれて

いたが, その効果を発揮することなく, 2006年に再び都市計画法が改正されることとなった. また,

この改正が大型店の立地に与える影響を検討するために,岡山市と高松市を事例として取り上げた.両

市におけるこれまでの大型店の立地動向を踏まえると,前者でその影響は大きくはなく,後者では大き

いと考えられる.

次に2)では,岡山県内を事例として取り上げ,同じ都市計画区域でありながら,制定主体が異なる

場合,小売商業の立地に及ぼす影響に相違が生 じることが明らかになった.また,事例として取り上げ

た倉敷市の郊外へ延びる幹線道路のロー ドサイ ドでは,ロードサイ ド型商業地が形成されており,その

形成とその後の変容が開発許可条例における例外区域の制定を促 したと考えられる.

最後に3)では,都道府県スケールの視点からは,都市の人口規模に基づく階層効果と中心都市から

周辺へと広がる隣接効果の双方によって説明できることを明らかにした.また,中心都市スケールでは,

3都市の事例から,ロー ドサイ ドへの立地指向,立地地点の多様化,1990年代後半以降の都市中心部に

おける集中的な分布が共通点として認められる.3都市はコンビニの出店時期は異なるものの,1980年

代,90年頃,90年代後半といった年代ごとにおける立地展開の傾向や変化の時期は, ほぼ同様であっ

たといえる.


